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1 春のようす

─ �─

　７ページ　　基本問題
1		 ⑴　○　　⑵　○　　⑶　○　　⑷　×　　

⑸　○　　⑹　×　　⑺　○　　⑻　○

　⑼　○　　⑽　×

　 かい説

　　⑵春になり，冬
とう

眠
みん

からさめたカエルはたまご

を産
う

む。

　　⑻ハクチョウなどのように，日本で冬をこし

て春に北国にわたるわたり鳥を冬鳥という。

　　⑼カタクリやフクジュソウは早春，２〜３月

ころ，雑
ぞう

木
き

林
ばやし

の中などで花をさかせる。

　　⑽ヘチマの実がじゅくし，たねができるのは

夏の終わりから秋にかけてである。

2		 ⑴　ア・ウ・キ　　⑵　イ・カ・ケ
　⑶　エ・オ・ク
　 かい説

　　⑴春，木にさく花としてウメ・コブシ・ジン

チョウゲなども覚
おぼ

えておこう。

3		 ⑴　ケ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　ア　　
⑸　カ　　⑹　ク
　 かい説

　　⑴アブラナの花に集まるこん虫には，ミツバ

チ・モンシロチョウ・ハナアブなどがいる。

　　⑶春の野山でさえずる鳥の代表は，ウグイス・

ヒバリ・ホオジロなど。

　　⑷ツバメはどろ（土）を運んですづくりをする。

　　⑹ツツジの花には，クロアゲハ・カラスアゲ

ハなどのアゲハチョウがみつをすいにくる。

　８ページ　　練習問題
4		 ⑴　Ａ…イ，Ｂ…オ，Ｃ…ク，Ｄ…エ，Ｅ…
カ　　⑵　Ｃ　　⑶　Ｅ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑵モンシロチョウは，よう虫の食草であるア

ブラナの畑に産
さん

卵
らん

のためにやってくる。

　　⑷タンポポやカタバミの花は，朝，日光が当

たると開き，夕方になるととじる。ツツジ

とサクラの花は一度開くと数日間とじない。

チューリップは気温が高くなると開く性
せい

質
しつ

がある。

5		 ⑴　Ａ，Ｅ　　⑵　Ａ

　⑶　①Ｂ　②Ｅ　③Ａ

　 かい説

　　⑴Ａはアゲハチョウ，Ｂはオビカレハのよう

虫，Ｃはカブトムシ，Ｄはコオロギ，Ｅは

ミツバチである。Ｃは夏，Ｄは秋に見られ

る。

　　⑵Ａはさなぎで，Ｅは成虫で冬ごしする。

　　⑶アゲハチョウはカラタチやミカンの葉に産

卵し，よう虫はその葉を食べて育つ。

　９ページ　

6		 ⑴　ウ　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴ジャガイモを切ってたねいもにするときは

たて長に切る。こうすると養分のバランス

がよいからである。あまり小さく切ると，

芽
め

の成長が悪くなる。

　　⑵ひりょうは直せつたねいもにふれないよう

に，１５〜２０はなれたところに入れる。こ

れは，ひりょうがたねいもに直せつふれる

と，たねいもがくさることがあるからであ

る。

7		 ⑴　Ｂ　　⑵　葉の芽（葉
よう

芽
が

）　　⑶　イ
　 かい説

　　⑴，⑵ふくらみの大きいほうのＢが花
か

芽
が

，細

長いほうのＡが葉芽である。サクラ（ソメ

イヨシノ）は花をさかせたあと，花びらを

散
ち

らすころに葉がのびはじめる。

8		 ⑴　ウ　　⑵　エ　　⑶　①Ａ…ア，Ｂ…イ
　②ウ
　 かい説

　　⑴ヒキガエルは，せなかにいぼのようなとっ

きがたくさんあるのがとくちょうである。

たまごは，細長いひも状
じょう

の寒天のようなも

のの中にならんで入っている。

　　⑶空気，地面，水のうち，太陽の光によって

もっともあたためられやすいのは地面であ

る。日なたと日かげで，温度のちがいがも

っとも大きくなるのは地温である。
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2 夏のようす

─ �─

　２７ページ　　基本問題
1		 ⑴　×　　⑵　○　　⑶　○　　⑷　×　　

⑸　○　　⑹　○　　⑺　×　　⑻　○

　 かい説

　　⑴ツツジの花がさくのは春。

　　⑶ヘチマの実は，８月下じゅんにはじゅくし

てしまう。

　　⑺カキなど多くの植物は秋になってから実が

じゅくす。

2		 ⑴　ア，オ，ク　　⑵　ウ，エ，カ
　⑶　イ，キ，ケ
　 かい説

　　⑴クチナシは初夏に白い花をさかせ，サルス

ベリ，ムクゲは夏のさかりにさく。

3		 ⑴　オ　　⑵　ア　　⑶　エ　　⑷　カ　　
⑸　キ
　 かい説

　　⑵アブラゼミのよう虫は５〜６年地中生活を

おくるが，成虫になると１〜２週間しか生

きられない。

　　⑶オオムラサキの成虫は昼間に，カナブンや

コガネムシにまじって樹
じゅ

液
えき

をすう。

　　⑷カッコウは夏鳥である。

　２８ページ　　練習問題
4		 ⑴　Ａ…ウ　Ｂ…ケ　Ｃ…ク　Ｄ…エ
　⑵　青色　　⑶　ウ　　⑷　ウ　　⑸　エ
　 かい説

　　⑴ナズナ・ホトケノザ・オオイヌノフグリは

春の野原で見られる植物である。

　　⑵ツユクサは田畑の近くなどで，青色の花を

さかせる。

　　⑶オオバコはじょうぶな植物で，ふみつけら

れるのに強く，葉は地面にはうように広が

っている。

　　⑷葉のすじ（葉
よう

脈
みゃく

）が平行になっている植物に

は，トウモロコシ・イネ・チューリップ・

ユリなどがある。

　　⑸くきがつるになっている植物をつる性
せい

植物

という。他にヘクソカズラ・ヤブガラシな

どがある。

5		 ⑴　イ，ウ，ク　　⑵　イ，キ　　⑶　エ，カ，

キ，ケ　　⑷　イ　　⑸　①ク　②エ，カ
　③イ
　 かい説

　　⑴モンシロチョウ・ミツバチは，花のみつや

花
か

粉
ふん

をえさにする。

　　⑵夜間に活動する動物の性
せい

質
しつ

を夜行性という。

　　⑷一年中ほとんど同じ場所にいる鳥を留
りゅう

鳥
ちょう

と

いい，スズメ・カラス・キジバトなどがい

る。ツバメ・カッコウは夏鳥，ハクチョウ

は冬鳥である。

　　⑸「たまご→よう虫→成虫」の順に成長するこ

とを不
ふ

完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

という。

　２９ページ　

6		 ⑴　Ｅ　　⑵　Ｅ　　⑶　①キク　②外　　

⑷　イ
　 かい説

　　⑶，⑷ヒマワリと

同じキク科の植

物には，タンポ

ポ・ヒメジョオ

ン・コスモスな

どがある。ヒマ

ワリの花が開く

順じょは，まず舌
ぜつ

状
じょう

花
か

が外側に向かって開

き，続いて管
かん

状
じょう

花
か

が外側から中心に向かっ

て順に開く。たねができるのは内側の管状

花である。

7		 ⑴　①タガメ　②ヤゴ　③Ｅ，Ｈ

　⑵　①Ａ　②Ｂ　③ア，エ　　⑶　ウ
　 かい説

　　⑴図１のＣ〜Ｈは，ミズスマシ・アメンボ・

メダカ・マツモムシ・ゲンゴロウ・アメリ

カザリガニである。Ａのタガメは魚やカエ

ルをとらえて血をすう。Ｂのヤゴはするど

いあごで虫などを食べる。

　　⑵お花とめ花の２種類の花がさく植物は，ヘ

チマのほかに，カボチャ・キュウリ・スイ

カ・トウモロコシ・イチョウ・マツなどが

ある。

舌状花

管
状
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　２７ページ　　基本問題
1		 ⑴　×　　⑵　○　　⑶　○　　⑷　×　　

⑸　○　　⑹　○　　⑺　×　　⑻　○

　 かい説

　　⑴ツツジの花がさくのは春。

　　⑶ヘチマの実は，８月下じゅんにはじゅくし

てしまう。

　　⑺カキなど多くの植物は秋になってから実が

じゅくす。

2		 ⑴　ア，オ，ク　　⑵　ウ，エ，カ
　⑶　イ，キ，ケ
　 かい説

　　⑴クチナシは初夏に白い花をさかせ，サルス

ベリ，ムクゲは夏のさかりにさく。

3		 ⑴　オ　　⑵　ア　　⑶　エ　　⑷　カ　　
⑸　キ
　 かい説

　　⑵アブラゼミのよう虫は５〜６年地中生活を

おくるが，成虫になると１〜２週間しか生

きられない。

　　⑶オオムラサキの成虫は昼間に，カナブンや

コガネムシにまじって樹
じゅ

液
えき

をすう。

　　⑷カッコウは夏鳥である。

　２８ページ　　練習問題
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　 かい説

　　⑴ナズナ・ホトケノザ・オオイヌノフグリは

春の野原で見られる植物である。
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　　⑷葉のすじ（葉
よう

脈
みゃく

）が平行になっている植物に

は，トウモロコシ・イネ・チューリップ・

ユリなどがある。
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せい
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花
か

粉
ふん

をえさにする。
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せい

質
しつ
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である。１等星はないが，ペガスス座の３個
こ

の星とアンドロメダ座の１個の星で「秋の四

辺形」とよばれる大きな四角形をつくってい

るのが特ちょうである。

6		 ⑴　ウ　　⑵　さそ
り座　　⑶　（右図），

名まえ…アンタレス　

　⑷　オ　　⑸　星の表
面温度が低いから。

　 かい説

　　	　さそり座は夏を代表する星座で，アンタレ

スという１等星がある。アンタレスは太陽の

数百倍もある非常に大きな星で，ちょうどさ

そり座の心ぞうの位置にあり，赤くかがやい

ている。

　４５ページ　

7		 ⑴　㋐…デネブ，㋑…ベガ，㋒…アルタイル

　⑵　㋐…はくちょう座，㋑…こと座，㋒…わし

座　　⑶　㋑　　⑷　天の川　　⑸　無数の星

が集まってできている。

　 かい説

　　⑷地球や太陽は，銀
ぎん

河
が

系
けい

というたくさんの恒

星が集まった集団の中にある。銀河系は円

ばんの形をしていて，その直径は１０万光年

といわれている。地球から銀河の中心部分

の方向を見ると，恒星がたくさん集まって

いるので，おびのように白く見える。

8		 ⑴　記号…㋐，名まえ…プロキオン　記号…

㋑，名まえ…ベテルギウス　記号…㋔，名まえ

…シリウス　　⑵　Ａ…こいぬ座，Ｂ…オリオ

ン座，Ｃ…おおいぬ座　　⑶　㋑　　⑷　Ｂ

　 かい説

　　⑷オリオン座には，ベテルギウス，リゲルと

いう２つの１等星がある。

9		 ⑴　名まえ…北極星，２等星　　⑵　Ａ…カ

シオペヤ座，Ｂ…こぐま座　　⑶　北斗
と

七星

　⑷　おおぐま座

　 かい説

　　⑴北極星をさがすときは，カシオペヤ座か北

斗七星を使うとよい。

　４９ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア，オ　　⑵　落

らく

葉
よう

樹
じゅ

　　⑶　秋が深ま

り，気温が下がること。

　 かい説

　　⑴，⑶秋になって気温が下がり，葉の葉
よう

緑
りょく

素
そ

が分解されて赤い色素や黄色い色素に変わ

り，木の葉の色が赤や黄色，茶色などに変

わるものがある。イチョウ・ケヤキなどは

黄色に変わり，クヌギなどは茶色に変わる。

2		 ⑴　ア，エ，オ　　⑵　低い木の枝
えだ

や草のく

きなど。　　⑶　イ，ウ，エ　　⑷　気温が下
がってくると活動できなくなるので，秋の終わ

りごろには冬
とう

眠
みん

するため。

　 かい説

　　⑴カブトムシ・スズメガ・オニヤンマなどは

夏によく見られるこん虫である。

　　⑶春，たまごからかえったヒキガエルのオタ

マジャクシは，約７０日くらい後，夏の前に

は足がはえ，カエルになる。

　５０ページ　　練習問題
3		 ⑴　Ａ…エ，Ｂ…オ，Ｃ…カ，Ｄ…ウ，Ｅ…
ク　　⑵　Ａ　　⑶　Ｃ　　⑷　エ　　⑸　Ａ，
Ｅ

　 かい説

　　⑵，⑶Ａのススキは背
せ

が高い植物で，秋の初

めに赤むらさき色の穂
ほ

をつけるが，秋が深

まると穂は白色になる。Ｃのヨメナはキク

科の植物で，田んぼのあぜなどで，うすむ

らさき色の花をさかせる。

　　⑷フクジュソウ・カタクリ・アブラナは春の

代表的な草花である。

　　⑸秋の七草とはススキ・ハギ・キキョウ・オ

ミナエシ・クズ・ナデシコ・フジバカマを

いう。

4		 ⑴　Ａ名まえ…ウ，鳴き声…カ　Ｂ名まえ…
エ，鳴き声…ク　Ｃ名まえ…イ，鳴き声…オ　
Ｄ名まえ…ア，鳴き声…キ　　⑵　ア
　⑶　イ　　⑷　産

さん

卵
らん

管
かん

　 かい説

　　⑴〜⑶秋に鳴くおもなこん虫はコオロギ（Ａ）	

・マツムシ（Ｂ）・スズムシなどのコオロギ
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のなかまと，キリギリス（Ｃ），ウマオイ

（Ｄ）・クツワムシなどのキリギリスのなか

まである。コオロギのなかまは，左右の前

羽をこすり合わせて音を出す。また，キリ

ギリスのなかまは，前羽のつけ根に音を出

す器官をもっている。鳴くのはおすだけで，

鳴き声でめすをよび，交
こう

尾
び

する。

　５１ページ　

5		 ⑴　Ａ…ア，Ｂ…オ，Ｃ…イ，Ｄ…ウ，Ｅ…
エ　　⑵　ススキ　　⑶　Ｂ
　 かい説

　　⑴〜⑶Ａはススキの種子で，わた毛がはえて

いて，風に乗って遠くへ運ばれる。Ｂはク

ヌギの実である。クヌギ・カシ・シイ・コ

ナラなどの実はドングリとよばれる。Ｃは

オナモミの種子で，表面に細かいとげがは

えていて，動物のからだにつきやすい。Ｄ

はナンテンの実，Ｅはホウセンカの種子で

ある。

6		 ⑴　①Ｅ，Ｆ　②旅鳥　③イ，オ
　⑵　①ア，オ　②落

らく

葉
よう

樹
じゅ

　③ウ　　⑶　イ
　 かい説

　　⑴①，②秋になると，冬鳥が寒い北の国から

日本にわたってきて，春まですごす。また，

夏鳥は日本をはなれ，あたたかい南の国に

わたる。そして，旅鳥がわたりのと中で日

本に立ちよる。

　　　③スズメは，一年中ほとんど同じ場所で見

られる留
りゅう

鳥
ちょう

である。また，ウグイスは，気

温の変化により日本国内を南北に，また，

山地から平地へと移
い

動
どう

する漂
ひょう

鳥
ちょう

である。

　　⑵③秋になっても緑色の葉をつけたままの樹
じゅ

木
もく

を常
じょう

緑
りょく

樹
じゅ

といい，マツ・スギ・ヒノキな

どがある。

　５２ページ　

1　⑴　ア，イ　　⑵　ウ　　⑶　オ　　⑷　帰
化植物　　⑸　記号…イ，よい点…葉の重なり
が少なく，日光がより多く当たるから。

　 かい説

　　⑴ヒマワリの１つの花のように見えるものは，

たくさんの花が集まったものである。ヒマ

ワリの花は，外側に花びらのように見える

舌
ぜつ

状
じょう

花
か

（図のア）と内側で黒っぽく見える管
かん

状
じょう

花
か

（図のイ）の２つのタイプがある。
　　⑵タンポポも，１つの花のように見えるもの

はたくさんの花が集まったものである。

　　⑶ウメは春の初め，ツバキは冬から春にかけ

て，アヤメとフジは５月ごろに，それぞれ

花がさく。

　　⑸多くの葉に日光が当たることで，効
こう

率
りつ

よく

光合成を行うことができる。葉を上から見

ると，葉は重ならないようについている。

　５３ページ　

2　⑴　ウ　　⑵　さなぎの色がまわりとにてい
るため，敵

てき

に見つかりにくい。　　⑶　さなぎ

　 かい説

　　⑴アゲハのよう虫は，小鳥やカマキリなどに

食べられる。これらの敵から身を守るため

に，鳥のふんのようなすがたになったり，

つのや目玉のようなもようで，敵をいかく

する。

　　⑵さなぎのときは動くことができないので，

敵に見つからないように工
く

夫
ふう

をしている。

　　⑶春になって羽
う

化
か

して成虫になる。

33　⑴　イ　　⑵　カ
　 かい説

　　⑴たいこも皮と皮の間が空どうになっていて，

皮をたたいたときのしん動でひびかせて音

を出している。音を出すこん虫にはコオロ

ギやスズムシもいるが，これらは羽をこす

り合わせたり，音を出す器官を使って音を

出している。

　　⑵セミで鳴いているのはおすだけで，めすは

鳴かない。
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　コーナー1 季節と生物

─ 10─

のなかまと，キリギリス（Ｃ），ウマオイ

（Ｄ）・クツワムシなどのキリギリスのなか

まである。コオロギのなかまは，左右の前

羽をこすり合わせて音を出す。また，キリ

ギリスのなかまは，前羽のつけ根に音を出

す器官をもっている。鳴くのはおすだけで，

鳴き声でめすをよび，交
こう

尾
び

する。

　５１ページ　

5		 ⑴　Ａ…ア，Ｂ…オ，Ｃ…イ，Ｄ…ウ，Ｅ…
エ　　⑵　ススキ　　⑶　Ｂ
　 かい説

　　⑴〜⑶Ａはススキの種子で，わた毛がはえて

いて，風に乗って遠くへ運ばれる。Ｂはク

ヌギの実である。クヌギ・カシ・シイ・コ

ナラなどの実はドングリとよばれる。Ｃは

オナモミの種子で，表面に細かいとげがは

えていて，動物のからだにつきやすい。Ｄ

はナンテンの実，Ｅはホウセンカの種子で

ある。

6		 ⑴　①Ｅ，Ｆ　②旅鳥　③イ，オ
　⑵　①ア，オ　②落

らく

葉
よう

樹
じゅ
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られる留
りゅう

鳥
ちょう

である。また，ウグイスは，気

温の変化により日本国内を南北に，また，

山地から平地へと移
い

動
どう

する漂
ひょう

鳥
ちょう

である。

　　⑵③秋になっても緑色の葉をつけたままの樹
じゅ

木
もく

を常
じょう

緑
りょく

樹
じゅ

といい，マツ・スギ・ヒノキな

どがある。

　５２ページ　
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が少なく，日光がより多く当たるから。
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ワリの花は，外側に花びらのように見える

舌
ぜつ

状
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花
か

（図のア）と内側で黒っぽく見える管
かん

状
じょう

花
か

（図のイ）の２つのタイプがある。
　　⑵タンポポも，１つの花のように見えるもの

はたくさんの花が集まったものである。
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て，アヤメとフジは５月ごろに，それぞれ

花がさく。

　　⑸多くの葉に日光が当たることで，効
こう

率
りつ

よく

光合成を行うことができる。葉を上から見

ると，葉は重ならないようについている。

　５３ページ　

2　⑴　ウ　　⑵　さなぎの色がまわりとにてい
るため，敵

てき

に見つかりにくい。　　⑶　さなぎ

　 かい説

　　⑴アゲハのよう虫は，小鳥やカマキリなどに

食べられる。これらの敵から身を守るため

に，鳥のふんのようなすがたになったり，

つのや目玉のようなもようで，敵をいかく

する。

　　⑵さなぎのときは動くことができないので，

敵に見つからないように工
く

夫
ふう

をしている。

　　⑶春になって羽
う

化
か

して成虫になる。
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　 かい説

　　⑴たいこも皮と皮の間が空どうになっていて，

皮をたたいたときのしん動でひびかせて音

を出している。音を出すこん虫にはコオロ

ギやスズムシもいるが，これらは羽をこす

り合わせたり，音を出す器官を使って音を

出している。

　　⑵セミで鳴いているのはおすだけで，めすは

鳴かない。
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のなかまと，キリギリス（Ｃ），ウマオイ
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まである。コオロギのなかまは，左右の前

羽をこすり合わせて音を出す。また，キリ
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　　⑴〜⑶Ａはススキの種子で，わた毛がはえて

いて，風に乗って遠くへ運ばれる。Ｂはク

ヌギの実である。クヌギ・カシ・シイ・コ

ナラなどの実はドングリとよばれる。Ｃは

オナモミの種子で，表面に細かいとげがは

えていて，動物のからだにつきやすい。Ｄ

はナンテンの実，Ｅはホウセンカの種子で

ある。

6		 ⑴　①Ｅ，Ｆ　②旅鳥　③イ，オ
　⑵　①ア，オ　②落

らく

葉
よう

樹
じゅ

　③ウ　　⑶　イ
　 かい説

　　⑴①，②秋になると，冬鳥が寒い北の国から

日本にわたってきて，春まですごす。また，

夏鳥は日本をはなれ，あたたかい南の国に

わたる。そして，旅鳥がわたりのと中で日

本に立ちよる。

　　　③スズメは，一年中ほとんど同じ場所で見

られる留
りゅう

鳥
ちょう

である。また，ウグイスは，気

温の変化により日本国内を南北に，また，

山地から平地へと移
い

動
どう

する漂
ひょう

鳥
ちょう

である。

　　⑵③秋になっても緑色の葉をつけたままの樹
じゅ
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緑
りょく

樹
じゅ

といい，マツ・スギ・ヒノキな

どがある。
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　　⑴ヒマワリの１つの花のように見えるものは，

たくさんの花が集まったものである。ヒマ

ワリの花は，外側に花びらのように見える

舌
ぜつ

状
じょう

花
か

（図のア）と内側で黒っぽく見える管
かん

状
じょう

花
か

（図のイ）の２つのタイプがある。
　　⑵タンポポも，１つの花のように見えるもの

はたくさんの花が集まったものである。

　　⑶ウメは春の初め，ツバキは冬から春にかけ

て，アヤメとフジは５月ごろに，それぞれ

花がさく。

　　⑸多くの葉に日光が当たることで，効
こう

率
りつ

よく

光合成を行うことができる。葉を上から見

ると，葉は重ならないようについている。
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るため，敵
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に見つかりにくい。　　⑶　さなぎ

　 かい説

　　⑴アゲハのよう虫は，小鳥やカマキリなどに

食べられる。これらの敵から身を守るため

に，鳥のふんのようなすがたになったり，

つのや目玉のようなもようで，敵をいかく

する。

　　⑵さなぎのときは動くことができないので，

敵に見つからないように工
く

夫
ふう

をしている。

　　⑶春になって羽
う
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か

して成虫になる。
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　　⑴たいこも皮と皮の間が空どうになっていて，
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うとする力とシャボン玉の重さ（重
じゅう

力
りょく

）によ

って下がろうとする力がつり合っている。

シャボン玉の中の空気が室温と同じときは，

空気自体はういていようとするが，シャボ

ン玉の重さによって，シャボン玉は下がる。

　　⑵⑴より，シャボン玉がういているときの空

気の温度（Ａ℃）は，室温（２０℃）より高いこ

とがわかる。

　８３ページ　　基本問題
1		 ⑴　エ　　⑵　冬

ふゆ

芽
め

　　⑶　ロゼット

　 かい説

　　⑴冬に花をさかせる植物としては，ヤツデ・

サザンカ・ツバキなどがある。

　　⑵冬芽はりんぺんというじょうぶな皮のよう

なもので，おおわれている。また，春に花

をさかせる樹
じゅ

木
もく

の冬芽には，ふくらみの大

きい花
か

芽
が

と細長い葉
よう

芽
が

がある。

　　⑶葉を地面にへばりつくように広げて，地面

からの熱をにげにくくしている。ロゼット

で冬をこす植物としては，ナズナ・タンポ

ポ・ヒメジョオンなどがある。

2		 ⑴　①エ　②イ　③イ　④エ　⑤ア　⑥ウ　
⑦ア　⑧エ　⑨イ　　⑵　②　　⑶　冬になっ
て気温が下がっても，土の中の温度はそれほど

下がらないから。　　⑷　⑨　　⑸　エ
　 かい説

　　⑴こん虫はまわりの温度によって体温が変わ

るため，寒い冬はほとんど活動できなくな

る。そのため，いろいろなすがたで冬をこ

す。

　　⑵，⑶地中の温度（地温）の変化は深くなるほ

ど小さくなる。

　　⑷，⑸イラガはよう虫（まゆ）で，カマキリは

たまごで冬ごしする。

　８４ページ　　練習問題
3		 ⑴　Ａ…カ，Ｂ…ア，Ｃ…キ，Ｄ…イ
　⑵　ロゼット　　⑶　ア，エ　　⑷　Ｃ
　 かい説

　　⑴，⑷タンポポ・オオマツヨイグサはロゼッ

トのすがたで冬ごしをする。ヤマノイモは，

地上の部分はかれてしまい，地下の根で冬

ごしをする。ススキも地上部分はかれて，

地下のくきで冬をこす。

　　⑶ロゼットは，冷たい風をふせぎ，地面から

熱がにげるのをふせぐのにつごうがよい。

4		 ⑴　冬芽　　⑵　Ａ…ウ，Ｂ…エ，Ｃ…イ，
　Ｄ…ア　　⑶　Ａ…イ，Ｂ…ア，Ｃ…ウ，Ｄ…
エ
　 かい説
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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5 からだのつくりと運動
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5		 ⑴　電気　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴，⑵光電池は光を電気に変える道具で，強

い光が当たるほど大きい電気を流す。

　２２ページ　　練習問題
6		 ⑴　オ　　⑵　記号…Ｂ，名まえ…フィラメ
ント　　⑶　Ａ，Ｅ　　⑷　＋極

きょく

　　⑸　Ｐ…

エ，Ｑ…イ
　 かい説

　　⑴，⑵フィラメントはタングステンという金
きん

属
ぞく

でできている。タングステンに電流が流

れると強い光を出す。

　　⑶かん電池の＋極をＦの口金の先のつき出た

部分につなぐと，電気は，Ｆ→Ｃ→Ｂ→Ｃ

→Ｄと流れていく。Ａのガラス球と，Ｆと

ＤをへだてるＥ（ぜつえん体）には電気は流

れない。

　　⑷，⑸＋極はＰの炭素ぼうで，かん電池のつ

き出た部分に金属のキャップがしてある。

また，−極は底やまわりのあえんのつつで，

まわりは金属のブリキ板につつまれている。

7		 ⑴　（右の図）

　⑵　ア
　 かい説

　　⑴回路図では，かん電池

は＋極を長い線で，−

極を短い線で表す。

　　⑵電気は回路を，＋極から−極へ流れていく。

8		 ⑴　イ，オ，カ　　⑵　エ
　 かい説

　　⑴口金の部分と口金の先につき出た部分とが

それぞれかん電池の＋極と−極につながっ

ていれば，フィラメントを通る回路ができ

て，豆電球はつく。アは口金が＋極につな
がっていない。ウとエは口金の先のつき出
た部分が−極につながっていない。

　　⑵エのようにつなぐと，かん電池の＋極から
出た電気が，口金を通って直せつ−極へと

向かうので，たくさんの電気が一気に流れ

て，かん電池はすぐに使えなくなる。これ

をショートという。

　２３ページ　

9		 ⑴　直列つなぎ　　⑵　へい列つなぎ

　⑶　エ　　⑷　図４，図７，図８　　⑸　お
　⑹　か，き　　⑺　①ア　②図８　　⑻　図８
　 かい説

　　⑷豆電球が直列つなぎになっているものは，

１個の豆電球が切れると，もう１個の豆電

球も消えてしまう。

　　⑸かん電池が直列つなぎになっていて，豆電

球がへい列つなぎになっているものがもっ

とも明るくつく。

　　⑹図６と図７の回路には，図１の回路と同じ

大きさの電気が流れる。

　　⑻かん電池がへい列つなぎになっていて，豆

電球が直列つなぎになっているものがもっ

とも長持ちする。
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7 天気と気温
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　１２ページ　　基本問題
1		 ア，エ
　 かい説

　　イ…雲
うん

量
りょう

が０〜１のとき快晴となる。

　　ウ…雲量が９〜１０のときくもりとなる。

2		 ⑴　百葉箱　　⑵　１．２〜１．５

　⑶　ウ　　⑷　エ　　⑸　太陽の熱を反しゃす
るため。　　⑹　風通しをよくするため。

　 かい説

　　⑴百葉箱は，風通しがよく直しゃ日光が当た

らないなど，気温などを正しくはかるのに

つごうのよいつくりとなっている。

　　⑶地面による太陽からの熱の反しゃをふせぐ

ため，しばふの上に置く。

　　⑷とびらを開けたときに日光がさしこまない

ように，北向きにつけてある。

3		 ⑴　ア　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴日光に対して直角に置いたほうが，同じ面

積の土が受け取る熱の量は多くなる。

　　⑵同じ面積の土が受け取る熱の量の多いほう

が土はよくあたたまるので，温度の変化は

大きくなる。

　１３ページ　

4		 ①　イ　　②　ウ　　③　オ
　 かい説

　　	　図にあるように，真上から光がさすときの

ほうが，ななめから光がさしこむときより，

一定量の光がてらす面積は小さくなるので，

一定の面積の地面が受ける熱の量は多くなる。

5		 ⑴　オ　　⑵　ア　　⑶　１４時ごろ
　⑷　ほとんど同じである。

　 かい説

　　⑴南中するとき，太陽高度はもっとも高くな

る。したがって，太陽の高さを表すグラフ

の１２時ころの数字を読む。

　　⑷地面が太陽から受ける熱の量は，南中する

ころもっとも多くなる。その後，１３時ごろ

までは，地面が受ける熱の量が，地面から

出ていく熱の量より多くなるので，地温は

上がり続ける。そして，地面が受ける熱の

量と出ていく熱の量がほぼ同じになる１３時

ころをさかいにして，地温は下がり始める。

6		 ⑴　１日目　　⑵　１日目のほうが２日目よ

りも気温の変化が大きいから。

　 かい説

　　⑴，⑵晴れた日の気温の変化は，雨の日やく

もりの日の気温の変化よりも大きくなる。

それは，雨やくもりの日は，太陽が雲によ

ってさえぎられるので，地温や気温の変化

が小さくなるからである。

　１４ページ　　練習問題
7		 ⑴　百葉箱　　⑵　ア　　⑶　エ
　⑷　とびらを開けたとき，日光がさしこまない

ようにするため。　　⑸　イ　　⑹　①太陽　
　②風通し

　 かい説

　　⑵太陽からの光や熱を反しゃするためである。

　　⑸気温をはかるのによい高さである。

8		 ⑴　エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴電球の光が箱の中の土に直角に当たるとき，

土が受ける電球の光による熱の量はもっと

も多くなり，温度が高くなる。したがって，

水平に置いた土がもっとも高くなる。

　　⑵南にある太陽の高さは６０°なので，北に３０°

かたむけて置いた箱が太陽と直角に向き合

うことになる。

　１５ページ　

9		 ⑴　ア　　⑵　太陽からの熱を直せつ受ける
から。

　 かい説

　　⑴地中深くなるほど，太陽からの熱がとどき

にくくなるので，温度の変化はゆるやかに

なる。

　　⑵太陽がかたむいて，受け取る熱の量が少な

くなると，温度は急に下がり始める。

10	　⑴　Ａ　　⑵　ウ　　⑶　１５℃　　⑷　ア
　⑸　イ　　⑹　イ　　⑺　ア
　 かい説

　　⑴太陽は南中するとき，すなわち１２時ごろに

高度はもっとも高くなる。よって，１２時ご

ろにもっとも高くなるグラフを選ぶ。

　　⑵，⑶地温は１３時ごろにもっとも高くなり，
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　１２ページ　　基本問題
1		 ア，エ
　 かい説

　　イ…雲
うん

量
りょう

が０〜１のとき快晴となる。

　　ウ…雲量が９〜１０のときくもりとなる。

2		 ⑴　百葉箱　　⑵　１．２〜１．５

　⑶　ウ　　⑷　エ　　⑸　太陽の熱を反しゃす
るため。　　⑹　風通しをよくするため。

　 かい説

　　⑴百葉箱は，風通しがよく直しゃ日光が当た

らないなど，気温などを正しくはかるのに

つごうのよいつくりとなっている。

　　⑶地面による太陽からの熱の反しゃをふせぐ

ため，しばふの上に置く。

　　⑷とびらを開けたときに日光がさしこまない

ように，北向きにつけてある。

3		 ⑴　ア　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴日光に対して直角に置いたほうが，同じ面

積の土が受け取る熱の量は多くなる。

　　⑵同じ面積の土が受け取る熱の量の多いほう

が土はよくあたたまるので，温度の変化は

大きくなる。

　１３ページ　

4		 ①　イ　　②　ウ　　③　オ
　 かい説

　　	　図にあるように，真上から光がさすときの

ほうが，ななめから光がさしこむときより，

一定量の光がてらす面積は小さくなるので，

一定の面積の地面が受ける熱の量は多くなる。

5		 ⑴　オ　　⑵　ア　　⑶　１４時ごろ
　⑷　ほとんど同じである。

　 かい説

　　⑴南中するとき，太陽高度はもっとも高くな

る。したがって，太陽の高さを表すグラフ

の１２時ころの数字を読む。

　　⑷地面が太陽から受ける熱の量は，南中する

ころもっとも多くなる。その後，１３時ごろ

までは，地面が受ける熱の量が，地面から

出ていく熱の量より多くなるので，地温は

上がり続ける。そして，地面が受ける熱の

量と出ていく熱の量がほぼ同じになる１３時

ころをさかいにして，地温は下がり始める。

6		 ⑴　１日目　　⑵　１日目のほうが２日目よ

りも気温の変化が大きいから。

　 かい説

　　⑴，⑵晴れた日の気温の変化は，雨の日やく

もりの日の気温の変化よりも大きくなる。

それは，雨やくもりの日は，太陽が雲によ

ってさえぎられるので，地温や気温の変化

が小さくなるからである。

　１４ページ　　練習問題
7		 ⑴　百葉箱　　⑵　ア　　⑶　エ
　⑷　とびらを開けたとき，日光がさしこまない

ようにするため。　　⑸　イ　　⑹　①太陽　
　②風通し

　 かい説

　　⑵太陽からの光や熱を反しゃするためである。

　　⑸気温をはかるのによい高さである。

8		 ⑴　エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴電球の光が箱の中の土に直角に当たるとき，

土が受ける電球の光による熱の量はもっと

も多くなり，温度が高くなる。したがって，

水平に置いた土がもっとも高くなる。

　　⑵南にある太陽の高さは６０°なので，北に３０°

かたむけて置いた箱が太陽と直角に向き合

うことになる。

　１５ページ　

9		 ⑴　ア　　⑵　太陽からの熱を直せつ受ける
から。

　 かい説

　　⑴地中深くなるほど，太陽からの熱がとどき

にくくなるので，温度の変化はゆるやかに

なる。

　　⑵太陽がかたむいて，受け取る熱の量が少な

くなると，温度は急に下がり始める。

10	　⑴　Ａ　　⑵　ウ　　⑶　１５℃　　⑷　ア
　⑸　イ　　⑹　イ　　⑺　ア
　 かい説

　　⑴太陽は南中するとき，すなわち１２時ごろに

高度はもっとも高くなる。よって，１２時ご

ろにもっとも高くなるグラフを選ぶ。

　　⑵，⑶地温は１３時ごろにもっとも高くなり，
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気温は１４時ごろにもっとも高くなる。した

がって，Ｂが地温のグラフで，Ｃが気温の

グラフである。Ｃのグラフから１０時の気温

を読み取る。

　　⑹太陽からの熱が空気を直せつあたためるこ

とはほとんどない。

　２０ページ　　基本問題
1		 ⑴　口金　　⑵　フィラメント　　⑶　タン

グステン　　⑷　真
しん

空
くう

　　⑸　①炭
たん

素
そ

　②あえ

ん　　⑹　１．５　　⑺　配
はい

線
せん

　　⑻　①回
かい

路
ろ

　

②＋　　③−　　⑼　ショート

　 かい説

　　⑶タングステンには，電気を流すと強い光を

出すという性
せい

質
しつ

があるので，電球のフィラ

メントとして用いられている。

　　⑷電流が流れると，タングステンは強い光を

出すとともに高温になるので，もえないよ

うに真空にしてある。

　　⑼たくさんの電気が一度に流れすぎてしまう

と，かん電池はだめになってしまう。

2		 ⑴　直
ちょく

列
れつ

つなぎ　　⑵　へい列つなぎ　　　

⑶　図２　　⑷　図１　　⑸　図２

　 かい説

　　⑶２個
こ

の豆電球を直列につなぐと電気が流れ

にくくなるので，豆電球１個のときより暗

くつく。

　　⑷１個の豆電球が切れると回路に電気が流れ

なくなるので，もう１個も消えてしまう。

　　⑸へい列つなぎでは，どちらの回路にも豆電

球１個のときと同じ大きさの電気が流れ出

すので，かん電池ははやく使えなくなる。

　２１ページ　

3		 ⑴　Ｂ…へい列つなぎ，Ｃ…直列つなぎ　　

⑵　Ｃ　　⑶　イ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑶残る１個のかん電池がはたらくので，同じ

明るさでつく。

　　⑷かん電池３個の直列つなぎになるので，流

れる電気は２個のときの１．５倍にふえる。

したがって，豆電球は明るくつく。

4		 ⑴　Ａ　　⑵　電気

　 かい説

　　⑴かん電池を直列につなぐほうが強い電気が

流れ，モーターの回転数はふえ，強い風が

えられる。

　　⑵電気はモーターをまわすはたらきをしてい

る。

電流のはたらきと光3
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	 水の３つのすがた

　９７ページ　　基本問題
1		 ⑴　ふっとう　　⑵　イ
　 かい説

　　⑴フラスコに水を入れて，アルコールランプ

で熱すると，１００℃で水はふっとうする。

水はふっとうすると，液
えき

体
たい

から気
き

体
たい

の水じ

ょう気へとすがたを変える。

　　⑵水がふっとうしているとき，フラスコ内に

たまった水じょう気はガラス管を通って出

てくる。この水じょう気は，冷たい水を入

れた試験管によって冷やされると，ふたた

びすがたを水に変え，水てきとなって試験

管の表面につく。

2		 ⑴　ウ　　⑵　①Ｂ　②Ｃ
　 かい説

　　⑴寒ざいは，重さで氷を３，食塩を１の割
わり

合
あい

でまぜる。

　　⑵水は温度が下がり，０℃になるとこおり始

める。そして，全体がこおるまで０℃のま

まで温度は下がらない。全体がこおってし

まうと，ふたたび温度が下がり始める。図

２のグラフでは，Ｂで水がこおり始め，Ｃ

で水がすべて氷になり，ふたたび温度が下

がり始めている。

3		 ①　１．１　　②　変わらない　　③　１６００

　 かい説

　　	　水を冷やして氷に変えると，体
たい

積
せき

（かさ）は

約１．１倍になる。また，水を熱して水じょう

気に変えると体積は約１６００倍になる。しかし，

どちらの場合でも体積はふえるが，重さは変

わらないことに注意する。

　９８ページ　　練習問題
4		 ⑴　①Ｅ　②Ａ　③Ｄ　④Ｃ　⑤Ｂ

　⑵　ふっとう　　⑶　ウ　　⑷　イ
　⑸　１００℃　　⑹　イ　　⑺　イ　　⑻　エ
　 かい説

　　⑴①ふっとうしているようすを表している。

　　　②フラスコの外側がくもったのは，アルコ

ールランプのアルコールが燃
も

えることによ

ってできた水じょう気が，フラスコの中の

水に冷やされて水てきに変わったからであ

る。しばらくすると温度が高くなるので，

この水てきは水じょう気に変わって，空気

中に出ていき，フラスコのくもりはとれる。

　　　④このあわは，水が水じょう気に変わった

ものである。

　　　⑤このあわは，水を熱し始めてから少し後，

水の温度が上がり，水にとけきれなくなっ

て出てきた空気である。

　　⑸水は１００℃でふっとうし，ふっとうしてい

る間はそれ以上温度が上がらない。これは

加えられた熱が，水を水じょう気に変える

のに使われるからである。

　　⑹Ｐの部分には水じょう気があるが，水じょ

う気は気体でとうめいなので，目に見えな

い。

　　⑺Ｑは白いけむりのように見えるもので，ゆ

げという。ゆげは，水じょう気がまわりの

空気に冷やされて小さな水のつぶになり，

集まったものである。水のつぶなので液体

である。

　　⑻Ｒの部分では，ゆげはじょう発してふたた

び水じょう気になり，目に見えなくなる。

　９９ページ　

5		 ⑴　イ　　⑵　寒ざい　　⑶　０℃
　⑷　①ア　②エ　③イ
　 かい説

　　⑴重さで食塩を１，氷を３の割
わり

合
あい

でまぜると，

およそマイナス２１℃まで温度を下げること

ができる。

　　⑶水は０℃でこおり始め，全体がこおるまで

０℃のままである。

　　⑷①０℃より高い温度で，こおり始める前だ

から，水だけである。

　　　②０℃でこおっていると中なので，水と氷

がまじっている。

　　　③全体がこおってしまうと，ふたたび温度

が下がっていく。０℃より低い温度になっ

ているから，氷だけである。

6		 ⑴　オ　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　ア
　 かい説

　　⑴水はすがたが変わっても，重さは変わらな
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　９７ページ　　基本問題
1		 ⑴　ふっとう　　⑵　イ
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水はふっとうすると，液
えき

体
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から気
き

体
たい

の水じ

ょう気へとすがたを変える。

　　⑵水がふっとうしているとき，フラスコ内に

たまった水じょう気はガラス管を通って出

てくる。この水じょう気は，冷たい水を入

れた試験管によって冷やされると，ふたた

びすがたを水に変え，水てきとなって試験

管の表面につく。

2		 ⑴　ウ　　⑵　①Ｂ　②Ｃ
　 かい説

　　⑴寒ざいは，重さで氷を３，食塩を１の割
わり

合
あい

でまぜる。

　　⑵水は温度が下がり，０℃になるとこおり始

める。そして，全体がこおるまで０℃のま

まで温度は下がらない。全体がこおってし

まうと，ふたたび温度が下がり始める。図

２のグラフでは，Ｂで水がこおり始め，Ｃ

で水がすべて氷になり，ふたたび温度が下

がり始めている。

3		 ①　１．１　　②　変わらない　　③　１６００

　 かい説

　　	　水を冷やして氷に変えると，体
たい

積
せき

（かさ）は

約１．１倍になる。また，水を熱して水じょう

気に変えると体積は約１６００倍になる。しかし，

どちらの場合でも体積はふえるが，重さは変

わらないことに注意する。

　９８ページ　　練習問題
4		 ⑴　①Ｅ　②Ａ　③Ｄ　④Ｃ　⑤Ｂ

　⑵　ふっとう　　⑶　ウ　　⑷　イ
　⑸　１００℃　　⑹　イ　　⑺　イ　　⑻　エ
　 かい説

　　⑴①ふっとうしているようすを表している。

　　　②フラスコの外側がくもったのは，アルコ

ールランプのアルコールが燃
も

えることによ

ってできた水じょう気が，フラスコの中の

水に冷やされて水てきに変わったからであ

る。しばらくすると温度が高くなるので，

この水てきは水じょう気に変わって，空気

中に出ていき，フラスコのくもりはとれる。

　　　④このあわは，水が水じょう気に変わった

ものである。

　　　⑤このあわは，水を熱し始めてから少し後，

水の温度が上がり，水にとけきれなくなっ

て出てきた空気である。

　　⑸水は１００℃でふっとうし，ふっとうしてい

る間はそれ以上温度が上がらない。これは

加えられた熱が，水を水じょう気に変える

のに使われるからである。

　　⑹Ｐの部分には水じょう気があるが，水じょ

う気は気体でとうめいなので，目に見えな

い。

　　⑺Ｑは白いけむりのように見えるもので，ゆ

げという。ゆげは，水じょう気がまわりの

空気に冷やされて小さな水のつぶになり，

集まったものである。水のつぶなので液体

である。

　　⑻Ｒの部分では，ゆげはじょう発してふたた

び水じょう気になり，目に見えなくなる。

　９９ページ　
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　　⑴重さで食塩を１，氷を３の割
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合
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でまぜると，
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ができる。

　　⑶水は０℃でこおり始め，全体がこおるまで

０℃のままである。

　　⑷①０℃より高い温度で，こおり始める前だ

から，水だけである。

　　　②０℃でこおっていると中なので，水と氷

がまじっている。

　　　③全体がこおってしまうと，ふたたび温度

が下がっていく。０℃より低い温度になっ

ているから，氷だけである。

6		 ⑴　オ　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　ア
　 かい説

　　⑴水はすがたが変わっても，重さは変わらな
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　　⑴フラスコに水を入れて，アルコールランプ

で熱すると，１００℃で水はふっとうする。

水はふっとうすると，液
えき

体
たい

から気
き

体
たい

の水じ

ょう気へとすがたを変える。

　　⑵水がふっとうしているとき，フラスコ内に

たまった水じょう気はガラス管を通って出

てくる。この水じょう気は，冷たい水を入

れた試験管によって冷やされると，ふたた

びすがたを水に変え，水てきとなって試験

管の表面につく。

2		 ⑴　ウ　　⑵　①Ｂ　②Ｃ
　 かい説

　　⑴寒ざいは，重さで氷を３，食塩を１の割
わり

合
あい

でまぜる。

　　⑵水は温度が下がり，０℃になるとこおり始

める。そして，全体がこおるまで０℃のま

まで温度は下がらない。全体がこおってし

まうと，ふたたび温度が下がり始める。図

２のグラフでは，Ｂで水がこおり始め，Ｃ

で水がすべて氷になり，ふたたび温度が下

がり始めている。

3		 ①　１．１　　②　変わらない　　③　１６００

　 かい説

　　	　水を冷やして氷に変えると，体
たい

積
せき

（かさ）は

約１．１倍になる。また，水を熱して水じょう

気に変えると体積は約１６００倍になる。しかし，

どちらの場合でも体積はふえるが，重さは変
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　⑸　１００℃　　⑹　イ　　⑺　イ　　⑻　エ
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　　⑴①ふっとうしているようすを表している。

　　　②フラスコの外側がくもったのは，アルコ

ールランプのアルコールが燃
も

えることによ

ってできた水じょう気が，フラスコの中の

水に冷やされて水てきに変わったからであ

る。しばらくすると温度が高くなるので，

この水てきは水じょう気に変わって，空気

中に出ていき，フラスコのくもりはとれる。

　　　④このあわは，水が水じょう気に変わった

ものである。

　　　⑤このあわは，水を熱し始めてから少し後，

水の温度が上がり，水にとけきれなくなっ

て出てきた空気である。

　　⑸水は１００℃でふっとうし，ふっとうしてい

る間はそれ以上温度が上がらない。これは

加えられた熱が，水を水じょう気に変える

のに使われるからである。

　　⑹Ｐの部分には水じょう気があるが，水じょ
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げという。ゆげは，水じょう気がまわりの

空気に冷やされて小さな水のつぶになり，

集まったものである。水のつぶなので液体

である。

　　⑻Ｒの部分では，ゆげはじょう発してふたた

び水じょう気になり，目に見えなくなる。

　９９ページ　

5		 ⑴　イ　　⑵　寒ざい　　⑶　０℃
　⑷　①ア　②エ　③イ
　 かい説

　　⑴重さで食塩を１，氷を３の割
わり

合
あい

でまぜると，
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ができる。
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から，水だけである。

　　　②０℃でこおっていると中なので，水と氷

がまじっている。

　　　③全体がこおってしまうと，ふたたび温度

が下がっていく。０℃より低い温度になっ

ているから，氷だけである。

6		 ⑴　オ　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　ア
　 かい説

　　⑴水はすがたが変わっても，重さは変わらな

水のすがたとゆくえ14
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	 水の３つのすがた

　９７ページ　　基本問題
1		 ⑴　ふっとう　　⑵　イ
　 かい説

　　⑴フラスコに水を入れて，アルコールランプ

で熱すると，１００℃で水はふっとうする。

水はふっとうすると，液
えき

体
たい

から気
き

体
たい

の水じ

ょう気へとすがたを変える。

　　⑵水がふっとうしているとき，フラスコ内に

たまった水じょう気はガラス管を通って出

てくる。この水じょう気は，冷たい水を入

れた試験管によって冷やされると，ふたた

びすがたを水に変え，水てきとなって試験

管の表面につく。

2		 ⑴　ウ　　⑵　①Ｂ　②Ｃ
　 かい説

　　⑴寒ざいは，重さで氷を３，食塩を１の割
わり

合
あい

でまぜる。

　　⑵水は温度が下がり，０℃になるとこおり始

める。そして，全体がこおるまで０℃のま

まで温度は下がらない。全体がこおってし

まうと，ふたたび温度が下がり始める。図

２のグラフでは，Ｂで水がこおり始め，Ｃ

で水がすべて氷になり，ふたたび温度が下

がり始めている。

3		 ①　１．１　　②　変わらない　　③　１６００

　 かい説

　　	　水を冷やして氷に変えると，体
たい

積
せき

（かさ）は

約１．１倍になる。また，水を熱して水じょう

気に変えると体積は約１６００倍になる。しかし，

どちらの場合でも体積はふえるが，重さは変

わらないことに注意する。

　９８ページ　　練習問題
4		 ⑴　①Ｅ　②Ａ　③Ｄ　④Ｃ　⑤Ｂ

　⑵　ふっとう　　⑶　ウ　　⑷　イ
　⑸　１００℃　　⑹　イ　　⑺　イ　　⑻　エ
　 かい説

　　⑴①ふっとうしているようすを表している。

　　　②フラスコの外側がくもったのは，アルコ

ールランプのアルコールが燃
も

えることによ

ってできた水じょう気が，フラスコの中の

水に冷やされて水てきに変わったからであ

る。しばらくすると温度が高くなるので，

この水てきは水じょう気に変わって，空気

中に出ていき，フラスコのくもりはとれる。

　　　④このあわは，水が水じょう気に変わった

ものである。

　　　⑤このあわは，水を熱し始めてから少し後，

水の温度が上がり，水にとけきれなくなっ

て出てきた空気である。

　　⑸水は１００℃でふっとうし，ふっとうしてい

る間はそれ以上温度が上がらない。これは

加えられた熱が，水を水じょう気に変える

のに使われるからである。

　　⑹Ｐの部分には水じょう気があるが，水じょ

う気は気体でとうめいなので，目に見えな

い。

　　⑺Ｑは白いけむりのように見えるもので，ゆ

げという。ゆげは，水じょう気がまわりの

空気に冷やされて小さな水のつぶになり，

集まったものである。水のつぶなので液体

である。

　　⑻Ｒの部分では，ゆげはじょう発してふたた

び水じょう気になり，目に見えなくなる。

　９９ページ　

5		 ⑴　イ　　⑵　寒ざい　　⑶　０℃
　⑷　①ア　②エ　③イ
　 かい説

　　⑴重さで食塩を１，氷を３の割
わり

合
あい

でまぜると，

およそマイナス２１℃まで温度を下げること

ができる。

　　⑶水は０℃でこおり始め，全体がこおるまで

０℃のままである。

　　⑷①０℃より高い温度で，こおり始める前だ

から，水だけである。

　　　②０℃でこおっていると中なので，水と氷

がまじっている。

　　　③全体がこおってしまうと，ふたたび温度

が下がっていく。０℃より低い温度になっ

ているから，氷だけである。

6		 ⑴　オ　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　ア
　 かい説

　　⑴水はすがたが変わっても，重さは変わらな

水のすがたとゆくえ14
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い。

　　⑷鉄も温度によってすがたを変える。

	 水のゆくえ

　１０３ページ　　基本問題
7		 ⑴　コップＡの水の量のほうが，コップＢの

水の量よりも少なくなっている。　　⑵　コッ

プＡでは，水の一部がじょう発して空気中に出

ていくが，コップＢでは，セロファンでおおっ

ているので，水がじょう発して水じょう気にな

っても，コップの中でまたもとの水にもどるか

ら。

　 かい説

　　	　水は空気中で，水から水じょう気，水じょ

う気から水という変化をたえずくり返してい

る。

8		 ⑴　水じょう気　　⑵　コップの表面近くに

ある空気中の水じょう気が氷水によって冷やさ

れて，温度が下がったから。

　 かい説

　　⑴，⑵空気中には水じょう気がふくまれてい

て，この水じょう気は，冷やされてある温

度より低くなると水てきに変わる。

9		 ⑴　①高　②低　③強　　⑵　雲

　⑶　①雨　②雪

　 かい説

　　⑴水のじょう発がさかんになるのは，気温が

高く，しつ度が低く，風が強いときである。

　　⑵水じょう気をふくんだあたたかい空気が上

しょうして冷やされ，水じょう気が小さい

水のつぶや氷のつぶになって，空にうかん

でいるのが雲である。

　　⑶水のつぶどうしがくっついて大きくなり，

地上に落ちてくるものが雨。氷のつぶどう

しがくっついて大きくなり，そのまま氷の

形で落ちてくるものが雪である。

　１０４ページ　　練習問題
10	　⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　水じょう気がガ
ラス板の上の氷に冷やされて，小さな水てきに

なっているから。

　 かい説

　　⑴氷の温度は０℃だから，②の部分の温度は

０℃に近い。また，Ａの部分はお湯であた

ためられているために，①の部分の温度は

②の部分より高い。

　　⑵Ａには，お湯からじょう発した水じょう気

も多くふくまれている。水じょう気はとう

めいで，目に見えない。

　　⑶水じょう気が小さい水てきに変わると，白

いけむりのようになり，目に見えるように

なる。水じょう気は気体だが，水てきは液

体である。

11	　⑴　Ａ…ウ，Ｂ…イ，Ｃ…ア，Ｄ…エ，Ｅ
…オ，Ｆ…オ，Ｇ…エ，Ｈ…カ　　⑵　オ
　⑶　エ
　 かい説

　　⑴海や陸の水は，太陽の熱であたためられて

じょう発して水じょう気に変わり，水じょ

う気は空気中で冷えて雲になり，海や陸に

雨をふらす。そして，またじょう発して雲

をつくる。このように，地球では，水はす

がたを変えて陸，海，空をじゅんかんして

いる。このことから，Ａ，Ｂ，Ｃには陸か

海か空があてはまる。ＡからＢとＣの両方

に矢印が出ていることから，Ａが空で，Ｅ

とＦが雨や雪，ＣにＡとＢの両方から矢印

が向いていることからＣが海でＢが陸，ま

たＨが川や地下水とわかる。

　　⑵地球は，水のわく星といわれるほど水が多

く，地球全体の面積の約７０％が海である。

そして，地球からじょう発する水じょう気

の約８５％は海からである。

　１０５ページ　

12	　⑴　じょう発　　⑵　エ　　⑶　①雨
　②つゆ

　 かい説

　　⑵水じょう気は気体なので目に見えない。目

に見えるのは，固体の氷や液体の水である。

雲は小さい水や氷のつぶが集まって，空中

にうかんでいるものである。

　　⑶①雪は，氷のつぶがとけないで，地面に落

ちてきたものである。

13	　⑴　ウ　　⑵　エ
　 かい説

　　⑴ふっとうしなくても水がじょう発すること

２

1

2

3

16 〜 17 ページ
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　３２ページ　　基本問題
1		 ①　イ　　②　ア　　③　オ　　④　エ　　
⑤　ウ
　 かい説

　　	　人のからだには２００個
こ

以上の骨
ほね

があり，い

ろいろなはたらきをしている。背
せ

骨や足の骨

はからだをささえ，頭
とう

骨
こつ

は脳
のう

を，ろっ骨は心
しん

臓
ぞう

や肺
はい

を，骨ばんは腸
ちょう

を守っている。

2		 ⑴　関
かん

節
せつ

　　⑵　けん　　⑶　エ　　⑷　イ
　 かい説

　　⑴２つの骨のうち，一方の骨の先は丸く，も

う一方はくぼんでいる。それぞれの先の部

分はなん骨になっていて，骨どうしがふれ

合ってもこわれないようになっている。

　　⑶，⑷Ｐはうでの内側の筋
きん

肉
にく

，Ｑは外側の筋

肉である。うでを曲げるとき，内側の筋肉

はちぢみ，外側の筋肉はのびる。また，う

でをのばすときは，これと反対ののびちぢ

みとなる。

3		 イ
　 かい説

　　	　アはカエルの骨
こっ

格
かく

，ウは魚の骨格，エは鳥

の骨格である。

　３３ページ　　練習問題
4		 ①　２００　　②　ほう合　　③　脳

　④　なん骨　　⑤　筋肉　　⑥　大たい骨

　 かい説

　　⑤骨についていて，からだを動かすはたらき

をしている筋肉を骨
こっ

格
かく

筋
きん

といい，自分の考

えで自由に動かすことができる。

　　⑥大たい骨の骨ずいでは，血液の一部がつく

られている。

5		 ⑴　けん　　⑵　ア　　⑶　なん骨
　⑷　じん帯

たい

　　⑸　骨格筋　　⑹　イ
　⑺　イ
　 かい説

　　⑵ひじやひざの骨などは関節によってつなが

っている。

　　⑷２本の骨の外側はじん帯で守られている。

　　⑸，⑹骨格筋は脳の命令によって動かすこと

ができる。

　３７ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア→ウ→オ→エ→イ→カ　　⑵　ア
　⑶　エ　　⑷　太陽の光を反しゃしているから。
　 かい説 　基本問題
　　⑴月の満

み

ち欠
か

けは，（新月）→三日月→上げん

の月→満月→下げんの月→新月の順に規
き

則
そく

正しくくり返される。

　　⑵三日月は，右側が細く光って見える。

　　⑶下げんの月は，左半分が光って見える。

　　⑷月は自分から光を出しているのではなく，

太陽の光を反しゃして光っている。

2		 ⑴　南　　⑵　イ　　⑶　エ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴図の上げんの月は，太陽のしずむ夕方ごろ，

南の空高く見える。

　　⑵この月は６時間前の正午ごろ，東の地平線

から出た。

　　⑶６時間たった真夜中ごろに，西の地平線に

しずむ。

　　⑷月は毎日同じ時こくに見ると，東の方向に

うつる。また，上げんの月は少しずつ太く

なり，一週間後には満月となる。

　３８ページ　　練習問題
3		 ⑴　エ　　⑵　ウ　　⑶　Ｃ　　⑷　イ　　
⑸　イ　　⑹　記号…ア，名まえ…新月
　⑺　①クレーター　②イ
　 かい説

　　⑴，⑵図は，下げんの月をしめしている。下

げんの月は，真夜中に東の地平線から出て，

午前６時ごろ真南の空高くに見え，正午ご

ろ西の空にしずむ。

　　⑷月の出は毎日約５０分ずつおそくなる。した

がって，同じ時こくに見える月は，毎日東

にずれて見えることになる。

　　⑸しずむとき，げん（平らに見える部分）を下

にしてしずむので，下げんの月という。

　　⑹新月から次の新月まで約３０日で変化する。

下げんの月は新月から数えて２２〜２３日目の

月で，それから７日後は３０日目にあたるの

で，新月になる。

　　⑺①クレーターは，いん石のしょうとつによ

動物のからだのつくりと運動5 月の動きと満ち欠け6
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ってできたくぼみと考えられている。

　　　②月や太陽など球形をしている天
てん

体
たい

の周辺

部分にあるものは，中心部にあるときより

細長くなって見える。

　３９ページ　

4		 ⑴　公転　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　Ｅ…
オ，Ｇ…ア，Ｈ…エ　　⑸　ア→エ→イ→ウ→
オ　　⑹　①形…ウ，位置…Ｄ　②形…イ，位
置…Ａ

　 かい説

　　⑵月は，地球の自転と同じ向きに地球のまわ

りを回っている。

　　⑶地球から見て，太陽と同じ方向にあるとき

だからＣ。

　　⑷月は太陽の光を受けて反しゃしているので，

光が当たっているところだけがかがやいて

見える。このため，月の位置によって形が

ちがって見える。

　　⑹①三日月は，夕方西の空の低いところに見

え，すぐにしずんでしまう。

　　　②下げんの月は，真夜中に東の空から出て，

日の出のころ南中する。

5		 ⑴　ウ　　⑵　新月　　⑶　イ　　⑷　イ，
ウ
　 かい説

　　⑴地球から見ると，月と太陽はほぼ同じ大き

さに見える。これは，太陽の大きさが月の

約４００倍で，月より約４００倍遠くにあるため

である。

　　⑵4の図のＣの位置に月があるときで，新月

となる。

　　⑶太陽が月にかくれて見えなくなることがあ

り，これを日食という。

　４３ページ　　基本問題
1		 ⑴　○　　⑵　×　　⑶　○　　⑷　○　　

⑸　×　　⑹　○　　⑺　○　　⑻　○

　⑼　○　　⑽　○　　⑾　○　　⑿　○

　 かい説

　　⑵１等星は２等星の約２．５倍の明るさである。

　　⑸１つの星座をつくっている星の集まりは，

地球から見ると，同じきょりにあるように

見えるが，実際にはばらばらの位置にある。

　　⑼星の表面温度が高いほど青白く，温度が低

くなるにつれて白，黄，だいだい，赤のよ

うに色が変わる。

2		 ⑴　Ａ…スピカ，Ｂ…アンタレス　　⑵　だ

いだい　　⑶　こと座　　⑷　①→⑤→④→③

→②

　 かい説

　　	　おもな星座とその中の１等星の名まえは，

しっかり覚えておこう。また，星の色のちが

いは表面温度によるもので，表面温度が高い

ほど青白く，温度が低くなるにつれて白，黄，

だいだい，赤と色が変わる。

3		 ⑴　２等星　　⑵　こぐま座　　⑶　北の方

角を知るうえでの目印となる。

　 かい説

　　	　北極星は，こぐま座のしっぽの先にある２

等星である。１年中北の空の同じところにあ

るので，むかしから北の方角を知る大切な目

印になっている。

　４４ページ　　練習問題
4		 ⑴　ア，エ　　⑵　名まえ…シリウス，星座
…おおいぬ座

　 かい説

　　	　恒
こう

星
せい

は太陽と同じように自分自身で光や熱

を出す星で，たがいの間かくやならび方は変

化しない。

5		 ⑴　①はくちょう座　②おうし座　③しし座

　④ペガスス座　　⑵　①デネブ　②アルデバラ

ン　③レグルス　　⑶　①夏　②冬　③春　④

秋

　 かい説

　⑶④ペガスス座は，秋の代表的な星座の１つ

星と星座7
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ってできたくぼみと考えられている。

　　　②月や太陽など球形をしている天
てん

体
たい

の周辺

部分にあるものは，中心部にあるときより

細長くなって見える。

　３９ページ　

4		 ⑴　公転　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　Ｅ…
オ，Ｇ…ア，Ｈ…エ　　⑸　ア→エ→イ→ウ→
オ　　⑹　①形…ウ，位置…Ｄ　②形…イ，位
置…Ａ

　 かい説

　　⑵月は，地球の自転と同じ向きに地球のまわ

りを回っている。

　　⑶地球から見て，太陽と同じ方向にあるとき

だからＣ。

　　⑷月は太陽の光を受けて反しゃしているので，

光が当たっているところだけがかがやいて

見える。このため，月の位置によって形が

ちがって見える。

　　⑹①三日月は，夕方西の空の低いところに見

え，すぐにしずんでしまう。

　　　②下げんの月は，真夜中に東の空から出て，

日の出のころ南中する。

5		 ⑴　ウ　　⑵　新月　　⑶　イ　　⑷　イ，
ウ
　 かい説

　　⑴地球から見ると，月と太陽はほぼ同じ大き

さに見える。これは，太陽の大きさが月の

約４００倍で，月より約４００倍遠くにあるため

である。

　　⑵4の図のＣの位置に月があるときで，新月

となる。

　　⑶太陽が月にかくれて見えなくなることがあ

り，これを日食という。

　４３ページ　　基本問題
1		 ⑴　○　　⑵　×　　⑶　○　　⑷　○　　

⑸　×　　⑹　○　　⑺　○　　⑻　○

　⑼　○　　⑽　○　　⑾　○　　⑿　○

　 かい説

　　⑵１等星は２等星の約２．５倍の明るさである。

　　⑸１つの星座をつくっている星の集まりは，

地球から見ると，同じきょりにあるように

見えるが，実際にはばらばらの位置にある。

　　⑼星の表面温度が高いほど青白く，温度が低

くなるにつれて白，黄，だいだい，赤のよ

うに色が変わる。

2		 ⑴　Ａ…スピカ，Ｂ…アンタレス　　⑵　だ

いだい　　⑶　こと座　　⑷　①→⑤→④→③

→②

　 かい説

　　	　おもな星座とその中の１等星の名まえは，

しっかり覚えておこう。また，星の色のちが

いは表面温度によるもので，表面温度が高い

ほど青白く，温度が低くなるにつれて白，黄，

だいだい，赤と色が変わる。

3		 ⑴　２等星　　⑵　こぐま座　　⑶　北の方

角を知るうえでの目印となる。

　 かい説

　　	　北極星は，こぐま座のしっぽの先にある２

等星である。１年中北の空の同じところにあ

るので，むかしから北の方角を知る大切な目

印になっている。

　４４ページ　　練習問題
4		 ⑴　ア，エ　　⑵　名まえ…シリウス，星座
…おおいぬ座

　 かい説

　　	　恒
こう

星
せい

は太陽と同じように自分自身で光や熱

を出す星で，たがいの間かくやならび方は変

化しない。

5		 ⑴　①はくちょう座　②おうし座　③しし座

　④ペガスス座　　⑵　①デネブ　②アルデバラ

ン　③レグルス　　⑶　①夏　②冬　③春　④

秋

　 かい説

　⑶④ペガスス座は，秋の代表的な星座の１つ

星と星座7
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ってできたくぼみと考えられている。

　　　②月や太陽など球形をしている天
てん

体
たい

の周辺

部分にあるものは，中心部にあるときより

細長くなって見える。

　３９ページ　

4		 ⑴　公転　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　Ｅ…
オ，Ｇ…ア，Ｈ…エ　　⑸　ア→エ→イ→ウ→
オ　　⑹　①形…ウ，位置…Ｄ　②形…イ，位
置…Ａ

　 かい説

　　⑵月は，地球の自転と同じ向きに地球のまわ

りを回っている。

　　⑶地球から見て，太陽と同じ方向にあるとき

だからＣ。

　　⑷月は太陽の光を受けて反しゃしているので，

光が当たっているところだけがかがやいて

見える。このため，月の位置によって形が

ちがって見える。

　　⑹①三日月は，夕方西の空の低いところに見

え，すぐにしずんでしまう。

　　　②下げんの月は，真夜中に東の空から出て，

日の出のころ南中する。

5		 ⑴　ウ　　⑵　新月　　⑶　イ　　⑷　イ，
ウ
　 かい説

　　⑴地球から見ると，月と太陽はほぼ同じ大き

さに見える。これは，太陽の大きさが月の

約４００倍で，月より約４００倍遠くにあるため

である。

　　⑵4の図のＣの位置に月があるときで，新月

となる。

　　⑶太陽が月にかくれて見えなくなることがあ

り，これを日食という。

　４３ページ　　基本問題
1		 ⑴　○　　⑵　×　　⑶　○　　⑷　○　　

⑸　×　　⑹　○　　⑺　○　　⑻　○

　⑼　○　　⑽　○　　⑾　○　　⑿　○

　 かい説

　　⑵１等星は２等星の約２．５倍の明るさである。

　　⑸１つの星座をつくっている星の集まりは，

地球から見ると，同じきょりにあるように

見えるが，実際にはばらばらの位置にある。

　　⑼星の表面温度が高いほど青白く，温度が低

くなるにつれて白，黄，だいだい，赤のよ

うに色が変わる。

2		 ⑴　Ａ…スピカ，Ｂ…アンタレス　　⑵　だ

いだい　　⑶　こと座　　⑷　①→⑤→④→③

→②

　 かい説

　　	　おもな星座とその中の１等星の名まえは，

しっかり覚えておこう。また，星の色のちが

いは表面温度によるもので，表面温度が高い

ほど青白く，温度が低くなるにつれて白，黄，

だいだい，赤と色が変わる。

3		 ⑴　２等星　　⑵　こぐま座　　⑶　北の方

角を知るうえでの目印となる。

　 かい説

　　	　北極星は，こぐま座のしっぽの先にある２

等星である。１年中北の空の同じところにあ

るので，むかしから北の方角を知る大切な目

印になっている。

　４４ページ　　練習問題
4		 ⑴　ア，エ　　⑵　名まえ…シリウス，星座
…おおいぬ座

　 かい説

　　	　恒
こう

星
せい

は太陽と同じように自分自身で光や熱

を出す星で，たがいの間かくやならび方は変

化しない。

5		 ⑴　①はくちょう座　②おうし座　③しし座

　④ペガスス座　　⑵　①デネブ　②アルデバラ

ン　③レグルス　　⑶　①夏　②冬　③春　④

秋

　 かい説

　⑶④ペガスス座は，秋の代表的な星座の１つ
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ってできたくぼみと考えられている。

　　　②月や太陽など球形をしている天
てん

体
たい

の周辺

部分にあるものは，中心部にあるときより

細長くなって見える。

　３９ページ　

4		 ⑴　公転　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　Ｅ…
オ，Ｇ…ア，Ｈ…エ　　⑸　ア→エ→イ→ウ→
オ　　⑹　①形…ウ，位置…Ｄ　②形…イ，位
置…Ａ

　 かい説

　　⑵月は，地球の自転と同じ向きに地球のまわ

りを回っている。

　　⑶地球から見て，太陽と同じ方向にあるとき

だからＣ。

　　⑷月は太陽の光を受けて反しゃしているので，

光が当たっているところだけがかがやいて

見える。このため，月の位置によって形が

ちがって見える。

　　⑹①三日月は，夕方西の空の低いところに見

え，すぐにしずんでしまう。

　　　②下げんの月は，真夜中に東の空から出て，

日の出のころ南中する。

5		 ⑴　ウ　　⑵　新月　　⑶　イ　　⑷　イ，
ウ
　 かい説

　　⑴地球から見ると，月と太陽はほぼ同じ大き

さに見える。これは，太陽の大きさが月の

約４００倍で，月より約４００倍遠くにあるため

である。

　　⑵4の図のＣの位置に月があるときで，新月

となる。

　　⑶太陽が月にかくれて見えなくなることがあ

り，これを日食という。

　４３ページ　　基本問題
1		 ⑴　○　　⑵　×　　⑶　○　　⑷　○　　

⑸　×　　⑹　○　　⑺　○　　⑻　○

　⑼　○　　⑽　○　　⑾　○　　⑿　○

　 かい説

　　⑵１等星は２等星の約２．５倍の明るさである。

　　⑸１つの星座をつくっている星の集まりは，

地球から見ると，同じきょりにあるように

見えるが，実際にはばらばらの位置にある。

　　⑼星の表面温度が高いほど青白く，温度が低

くなるにつれて白，黄，だいだい，赤のよ

うに色が変わる。

2		 ⑴　Ａ…スピカ，Ｂ…アンタレス　　⑵　だ

いだい　　⑶　こと座　　⑷　①→⑤→④→③

→②

　 かい説

　　	　おもな星座とその中の１等星の名まえは，

しっかり覚えておこう。また，星の色のちが

いは表面温度によるもので，表面温度が高い

ほど青白く，温度が低くなるにつれて白，黄，

だいだい，赤と色が変わる。

3		 ⑴　２等星　　⑵　こぐま座　　⑶　北の方

角を知るうえでの目印となる。

　 かい説

　　	　北極星は，こぐま座のしっぽの先にある２

等星である。１年中北の空の同じところにあ

るので，むかしから北の方角を知る大切な目

印になっている。

　４４ページ　　練習問題
4		 ⑴　ア，エ　　⑵　名まえ…シリウス，星座
…おおいぬ座

　 かい説

　　	　恒
こう

星
せい

は太陽と同じように自分自身で光や熱

を出す星で，たがいの間かくやならび方は変

化しない。

5		 ⑴　①はくちょう座　②おうし座　③しし座

　④ペガスス座　　⑵　①デネブ　②アルデバラ

ン　③レグルス　　⑶　①夏　②冬　③春　④

秋

　 かい説

　⑶④ペガスス座は，秋の代表的な星座の１つ
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ってできたくぼみと考えられている。

　　　②月や太陽など球形をしている天
てん

体
たい

の周辺

部分にあるものは，中心部にあるときより

細長くなって見える。

　３９ページ　

4		 ⑴　公転　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　Ｅ…
オ，Ｇ…ア，Ｈ…エ　　⑸　ア→エ→イ→ウ→
オ　　⑹　①形…ウ，位置…Ｄ　②形…イ，位
置…Ａ

　 かい説

　　⑵月は，地球の自転と同じ向きに地球のまわ

りを回っている。

　　⑶地球から見て，太陽と同じ方向にあるとき

だからＣ。

　　⑷月は太陽の光を受けて反しゃしているので，

光が当たっているところだけがかがやいて

見える。このため，月の位置によって形が

ちがって見える。

　　⑹①三日月は，夕方西の空の低いところに見

え，すぐにしずんでしまう。

　　　②下げんの月は，真夜中に東の空から出て，

日の出のころ南中する。

5		 ⑴　ウ　　⑵　新月　　⑶　イ　　⑷　イ，
ウ
　 かい説

　　⑴地球から見ると，月と太陽はほぼ同じ大き

さに見える。これは，太陽の大きさが月の

約４００倍で，月より約４００倍遠くにあるため

である。

　　⑵4の図のＣの位置に月があるときで，新月

となる。

　　⑶太陽が月にかくれて見えなくなることがあ

り，これを日食という。

　４３ページ　　基本問題
1		 ⑴　○　　⑵　×　　⑶　○　　⑷　○　　

⑸　×　　⑹　○　　⑺　○　　⑻　○

　⑼　○　　⑽　○　　⑾　○　　⑿　○

　 かい説

　　⑵１等星は２等星の約２．５倍の明るさである。

　　⑸１つの星座をつくっている星の集まりは，

地球から見ると，同じきょりにあるように

見えるが，実際にはばらばらの位置にある。

　　⑼星の表面温度が高いほど青白く，温度が低

くなるにつれて白，黄，だいだい，赤のよ

うに色が変わる。

2		 ⑴　Ａ…スピカ，Ｂ…アンタレス　　⑵　だ

いだい　　⑶　こと座　　⑷　①→⑤→④→③

→②

　 かい説

　　	　おもな星座とその中の１等星の名まえは，

しっかり覚えておこう。また，星の色のちが

いは表面温度によるもので，表面温度が高い

ほど青白く，温度が低くなるにつれて白，黄，

だいだい，赤と色が変わる。

3		 ⑴　２等星　　⑵　こぐま座　　⑶　北の方

角を知るうえでの目印となる。

　 かい説

　　	　北極星は，こぐま座のしっぽの先にある２

等星である。１年中北の空の同じところにあ

るので，むかしから北の方角を知る大切な目

印になっている。

　４４ページ　　練習問題
4		 ⑴　ア，エ　　⑵　名まえ…シリウス，星座
…おおいぬ座

　 かい説

　　	　恒
こう

星
せい

は太陽と同じように自分自身で光や熱

を出す星で，たがいの間かくやならび方は変

化しない。

5		 ⑴　①はくちょう座　②おうし座　③しし座

　④ペガスス座　　⑵　①デネブ　②アルデバラ

ン　③レグルス　　⑶　①夏　②冬　③春　④

秋

　 かい説

　⑶④ペガスス座は，秋の代表的な星座の１つ
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である。１等星はないが，ペガスス座の３個
こ

の星とアンドロメダ座の１個の星で「秋の四

辺形」とよばれる大きな四角形をつくってい

るのが特ちょうである。

6		 ⑴　ウ　　⑵　さそ
り座　　⑶　（右図），

名まえ…アンタレス　

　⑷　オ　　⑸　星の表
面温度が低いから。

　 かい説

　　	　さそり座は夏を代表する星座で，アンタレ

スという１等星がある。アンタレスは太陽の

数百倍もある非常に大きな星で，ちょうどさ

そり座の心ぞうの位置にあり，赤くかがやい

ている。

　４５ページ　

7		 ⑴　㋐…デネブ，㋑…ベガ，㋒…アルタイル

　⑵　㋐…はくちょう座，㋑…こと座，㋒…わし

座　　⑶　㋑　　⑷　天の川　　⑸　無数の星

が集まってできている。

　 かい説

　　⑷地球や太陽は，銀
ぎん

河
が

系
けい

というたくさんの恒

星が集まった集団の中にある。銀河系は円

ばんの形をしていて，その直径は１０万光年

といわれている。地球から銀河の中心部分

の方向を見ると，恒星がたくさん集まって

いるので，おびのように白く見える。

8		 ⑴　記号…㋐，名まえ…プロキオン　記号…

㋑，名まえ…ベテルギウス　記号…㋔，名まえ

…シリウス　　⑵　Ａ…こいぬ座，Ｂ…オリオ

ン座，Ｃ…おおいぬ座　　⑶　㋑　　⑷　Ｂ

　 かい説

　　⑷オリオン座には，ベテルギウス，リゲルと

いう２つの１等星がある。

9		 ⑴　名まえ…北極星，２等星　　⑵　Ａ…カ

シオペヤ座，Ｂ…こぐま座　　⑶　北斗
と

七星

　⑷　おおぐま座

　 かい説

　　⑴北極星をさがすときは，カシオペヤ座か北

斗七星を使うとよい。

　４９ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア，オ　　⑵　落

らく

葉
よう

樹
じゅ

　　⑶　秋が深ま

り，気温が下がること。

　 かい説

　　⑴，⑶秋になって気温が下がり，葉の葉
よう

緑
りょく

素
そ

が分解されて赤い色素や黄色い色素に変わ

り，木の葉の色が赤や黄色，茶色などに変

わるものがある。イチョウ・ケヤキなどは

黄色に変わり，クヌギなどは茶色に変わる。

2		 ⑴　ア，エ，オ　　⑵　低い木の枝
えだ

や草のく

きなど。　　⑶　イ，ウ，エ　　⑷　気温が下
がってくると活動できなくなるので，秋の終わ

りごろには冬
とう

眠
みん

するため。

　 かい説

　　⑴カブトムシ・スズメガ・オニヤンマなどは

夏によく見られるこん虫である。

　　⑶春，たまごからかえったヒキガエルのオタ

マジャクシは，約７０日くらい後，夏の前に

は足がはえ，カエルになる。

　５０ページ　　練習問題
3		 ⑴　Ａ…エ，Ｂ…オ，Ｃ…カ，Ｄ…ウ，Ｅ…
ク　　⑵　Ａ　　⑶　Ｃ　　⑷　エ　　⑸　Ａ，
Ｅ

　 かい説

　　⑵，⑶Ａのススキは背
せ

が高い植物で，秋の初

めに赤むらさき色の穂
ほ

をつけるが，秋が深

まると穂は白色になる。Ｃのヨメナはキク

科の植物で，田んぼのあぜなどで，うすむ

らさき色の花をさかせる。

　　⑷フクジュソウ・カタクリ・アブラナは春の

代表的な草花である。

　　⑸秋の七草とはススキ・ハギ・キキョウ・オ

ミナエシ・クズ・ナデシコ・フジバカマを

いう。

4		 ⑴　Ａ名まえ…ウ，鳴き声…カ　Ｂ名まえ…
エ，鳴き声…ク　Ｃ名まえ…イ，鳴き声…オ　
Ｄ名まえ…ア，鳴き声…キ　　⑵　ア
　⑶　イ　　⑷　産

さん

卵
らん

管
かん

　 かい説

　　⑴〜⑶秋に鳴くおもなこん虫はコオロギ（Ａ）	

・マツムシ（Ｂ）・スズムシなどのコオロギ
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である。１等星はないが，ペガスス座の３個
こ

の星とアンドロメダ座の１個の星で「秋の四

辺形」とよばれる大きな四角形をつくってい

るのが特ちょうである。

6		 ⑴　ウ　　⑵　さそ
り座　　⑶　（右図），

名まえ…アンタレス　

　⑷　オ　　⑸　星の表
面温度が低いから。

　 かい説

　　	　さそり座は夏を代表する星座で，アンタレ

スという１等星がある。アンタレスは太陽の

数百倍もある非常に大きな星で，ちょうどさ

そり座の心ぞうの位置にあり，赤くかがやい

ている。

　４５ページ　

7		 ⑴　㋐…デネブ，㋑…ベガ，㋒…アルタイル

　⑵　㋐…はくちょう座，㋑…こと座，㋒…わし

座　　⑶　㋑　　⑷　天の川　　⑸　無数の星

が集まってできている。

　 かい説

　　⑷地球や太陽は，銀
ぎん

河
が

系
けい

というたくさんの恒

星が集まった集団の中にある。銀河系は円

ばんの形をしていて，その直径は１０万光年

といわれている。地球から銀河の中心部分

の方向を見ると，恒星がたくさん集まって

いるので，おびのように白く見える。

8		 ⑴　記号…㋐，名まえ…プロキオン　記号…

㋑，名まえ…ベテルギウス　記号…㋔，名まえ

…シリウス　　⑵　Ａ…こいぬ座，Ｂ…オリオ

ン座，Ｃ…おおいぬ座　　⑶　㋑　　⑷　Ｂ

　 かい説

　　⑷オリオン座には，ベテルギウス，リゲルと

いう２つの１等星がある。

9		 ⑴　名まえ…北極星，２等星　　⑵　Ａ…カ

シオペヤ座，Ｂ…こぐま座　　⑶　北斗
と

七星

　⑷　おおぐま座

　 かい説

　　⑴北極星をさがすときは，カシオペヤ座か北

斗七星を使うとよい。

　４９ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア，オ　　⑵　落

らく

葉
よう

樹
じゅ

　　⑶　秋が深ま

り，気温が下がること。

　 かい説

　　⑴，⑶秋になって気温が下がり，葉の葉
よう

緑
りょく

素
そ

が分解されて赤い色素や黄色い色素に変わ

り，木の葉の色が赤や黄色，茶色などに変

わるものがある。イチョウ・ケヤキなどは

黄色に変わり，クヌギなどは茶色に変わる。

2		 ⑴　ア，エ，オ　　⑵　低い木の枝
えだ

や草のく

きなど。　　⑶　イ，ウ，エ　　⑷　気温が下
がってくると活動できなくなるので，秋の終わ

りごろには冬
とう

眠
みん

するため。

　 かい説

　　⑴カブトムシ・スズメガ・オニヤンマなどは

夏によく見られるこん虫である。

　　⑶春，たまごからかえったヒキガエルのオタ

マジャクシは，約７０日くらい後，夏の前に

は足がはえ，カエルになる。

　５０ページ　　練習問題
3		 ⑴　Ａ…エ，Ｂ…オ，Ｃ…カ，Ｄ…ウ，Ｅ…
ク　　⑵　Ａ　　⑶　Ｃ　　⑷　エ　　⑸　Ａ，
Ｅ

　 かい説

　　⑵，⑶Ａのススキは背
せ

が高い植物で，秋の初

めに赤むらさき色の穂
ほ

をつけるが，秋が深

まると穂は白色になる。Ｃのヨメナはキク

科の植物で，田んぼのあぜなどで，うすむ

らさき色の花をさかせる。

　　⑷フクジュソウ・カタクリ・アブラナは春の

代表的な草花である。

　　⑸秋の七草とはススキ・ハギ・キキョウ・オ

ミナエシ・クズ・ナデシコ・フジバカマを

いう。

4		 ⑴　Ａ名まえ…ウ，鳴き声…カ　Ｂ名まえ…
エ，鳴き声…ク　Ｃ名まえ…イ，鳴き声…オ　
Ｄ名まえ…ア，鳴き声…キ　　⑵　ア
　⑶　イ　　⑷　産

さん

卵
らん

管
かん

　 かい説

　　⑴〜⑶秋に鳴くおもなこん虫はコオロギ（Ａ）	

・マツムシ（Ｂ）・スズムシなどのコオロギ

秋のようす8
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である。１等星はないが，ペガスス座の３個
こ

の星とアンドロメダ座の１個の星で「秋の四

辺形」とよばれる大きな四角形をつくってい

るのが特ちょうである。

6		 ⑴　ウ　　⑵　さそ
り座　　⑶　（右図），

名まえ…アンタレス　

　⑷　オ　　⑸　星の表
面温度が低いから。

　 かい説

　　	　さそり座は夏を代表する星座で，アンタレ

スという１等星がある。アンタレスは太陽の

数百倍もある非常に大きな星で，ちょうどさ

そり座の心ぞうの位置にあり，赤くかがやい

ている。

　４５ページ　

7		 ⑴　㋐…デネブ，㋑…ベガ，㋒…アルタイル

　⑵　㋐…はくちょう座，㋑…こと座，㋒…わし

座　　⑶　㋑　　⑷　天の川　　⑸　無数の星

が集まってできている。

　 かい説

　　⑷地球や太陽は，銀
ぎん

河
が

系
けい

というたくさんの恒

星が集まった集団の中にある。銀河系は円

ばんの形をしていて，その直径は１０万光年

といわれている。地球から銀河の中心部分

の方向を見ると，恒星がたくさん集まって

いるので，おびのように白く見える。

8		 ⑴　記号…㋐，名まえ…プロキオン　記号…

㋑，名まえ…ベテルギウス　記号…㋔，名まえ

…シリウス　　⑵　Ａ…こいぬ座，Ｂ…オリオ

ン座，Ｃ…おおいぬ座　　⑶　㋑　　⑷　Ｂ

　 かい説

　　⑷オリオン座には，ベテルギウス，リゲルと

いう２つの１等星がある。

9		 ⑴　名まえ…北極星，２等星　　⑵　Ａ…カ

シオペヤ座，Ｂ…こぐま座　　⑶　北斗
と

七星

　⑷　おおぐま座

　 かい説

　　⑴北極星をさがすときは，カシオペヤ座か北

斗七星を使うとよい。

　４９ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア，オ　　⑵　落

らく

葉
よう

樹
じゅ

　　⑶　秋が深ま

り，気温が下がること。

　 かい説

　　⑴，⑶秋になって気温が下がり，葉の葉
よう

緑
りょく

素
そ

が分解されて赤い色素や黄色い色素に変わ

り，木の葉の色が赤や黄色，茶色などに変

わるものがある。イチョウ・ケヤキなどは

黄色に変わり，クヌギなどは茶色に変わる。

2		 ⑴　ア，エ，オ　　⑵　低い木の枝
えだ

や草のく

きなど。　　⑶　イ，ウ，エ　　⑷　気温が下
がってくると活動できなくなるので，秋の終わ

りごろには冬
とう

眠
みん

するため。

　 かい説

　　⑴カブトムシ・スズメガ・オニヤンマなどは

夏によく見られるこん虫である。

　　⑶春，たまごからかえったヒキガエルのオタ

マジャクシは，約７０日くらい後，夏の前に

は足がはえ，カエルになる。

　５０ページ　　練習問題
3		 ⑴　Ａ…エ，Ｂ…オ，Ｃ…カ，Ｄ…ウ，Ｅ…
ク　　⑵　Ａ　　⑶　Ｃ　　⑷　エ　　⑸　Ａ，
Ｅ

　 かい説

　　⑵，⑶Ａのススキは背
せ

が高い植物で，秋の初

めに赤むらさき色の穂
ほ

をつけるが，秋が深

まると穂は白色になる。Ｃのヨメナはキク

科の植物で，田んぼのあぜなどで，うすむ

らさき色の花をさかせる。

　　⑷フクジュソウ・カタクリ・アブラナは春の

代表的な草花である。

　　⑸秋の七草とはススキ・ハギ・キキョウ・オ

ミナエシ・クズ・ナデシコ・フジバカマを

いう。

4		 ⑴　Ａ名まえ…ウ，鳴き声…カ　Ｂ名まえ…
エ，鳴き声…ク　Ｃ名まえ…イ，鳴き声…オ　
Ｄ名まえ…ア，鳴き声…キ　　⑵　ア
　⑶　イ　　⑷　産

さん

卵
らん

管
かん

　 かい説

　　⑴〜⑶秋に鳴くおもなこん虫はコオロギ（Ａ）	

・マツムシ（Ｂ）・スズムシなどのコオロギ

秋のようす8
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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4		 ⑴　北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

　　⑵　おおぐま座

　⑶　①北極星　②５倍　　⑷　エ　　⑸　イ
　 かい説

　　⑴，⑵北の空に見える，おおぐま座の北斗七

星である。

　　⑶北極星を見つけるのによく使われるのは，

北斗七星とカシオペヤ座である。

　　⑷北の空の星座は，北極星を中心にして，１

か月に３０度ずつ反時計回りにまわる。Ａか

らＢまで９０度回っているので，４月２０日か

ら３か月後の７月２０日である。

　　⑸北斗七星とカシオペヤ座は，北極星をはさ

んでほぼ反対の方向にある。

　９１ページ　

5		 ⑴　北極星　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　オ
　 かい説

　　⑴，⑵北極星は，地球の回転のじく（地じく）

を北のほうにのばした方向にあるので，動

いて見えない。北極では頭の真上に見える。

　　⑶地球が自転していることによって，北の空

の星は１時間に１５度，２時間では３０度，北

極星を中心にして反時計回りに動いて見え

る。

　　⑷地球が公転していることによって，北の空

の同じ時こくに見える星の位置は，１か月

に３０度，２か月では６０度，反時計回りに動

いて見える。

6		 ⑴　㋐…北，㋑…東　　⑵　ウ　　⑶　ウ
　⑷　エ
　 かい説

　　⑴星座早見ばんでは，東と西の方角が逆
ぎゃく

にな

る。

　　⑵星座は北極星を中心にして動くように見え

るので，北極星を中心に円ばんが回転する

ようになっている。

　　⑶アの１２月１日には午前１時ごろ，イの１月
１日には午後１１時ごろ，エの３月１５日には
午後６時ごろに同じ星座が見られる。

　　⑷観察する方位が下になるように星座ばんを

頭の上にかかげる。図の㋑の方位が東で，

㋑が下になっているのはエである。

　９２ページ　

1　エ
　 かい説

　　	　同じ星座を観
かん

測
そく

する場合，緯
い

度
ど

が同じで経
けい

度
ど

がちがうときは見える高さは同じになるが，

見える時こくがちがう。また，経度が同じで

緯度がちがうときは，見える時こくは同じに

なるが，見える高さがちがう。北半球の場合

は，緯度が高いほど，北の空の星座は高く見

え，南の空の星座は低く見える。オリオン座

は南の空に見える星座なので，高緯度で観測

すると，見える位置は低くなる。

2　⑴　こと座　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴はくちょう座のデネブ，わし座のアルタイ

ル，こと座のベガの３つの１等星を結んで

できる三角形を，夏の大三角という。

　　⑵銀
ぎん

河
が

系
けい

（太陽をふくむ恒
こう

星
せい

の集まり）には，

太陽のような恒星が約２０００億
おく

個
こ

あるといわ

れている。地球から夜空を見たとき，恒星

がまとまっている部分は白い川のように見

える。これが天
あま

の川である。

　９３ページ　

3　⑴　ア　　⑵　記号…カ，名まえ…アンタレ
ス　　⑶　オ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴デネブは，はくちょう座の１等星である。

はくちょう座は，夏の夜，東の空から真上

の空にかけて見える。

　　⑵夏の夜，南の低い位置にさそり座が見える。

さそり座も夏の代表的な星座である。さそ

り座の中心近くには，１等星のアンタレス

という赤い星がかがやいている。

　　⑶南に見える星は，１時間あたり約１５度，東

から西へ移
い

動
どう

する。また，１か月後の同じ

時こくに観察すると，約３０度西側に移動し

て見える。６月２０日の午後９時には，図の

位置よりも約３０度東側に見えていたので，

３０度西へ移動した位置にくるのは２時間後

の午後１１時になる。

　　⑷２．５×２．５＝６．２５（倍）になる。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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4		 ⑴　北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

　　⑵　おおぐま座

　⑶　①北極星　②５倍　　⑷　エ　　⑸　イ
　 かい説

　　⑴，⑵北の空に見える，おおぐま座の北斗七

星である。

　　⑶北極星を見つけるのによく使われるのは，

北斗七星とカシオペヤ座である。

　　⑷北の空の星座は，北極星を中心にして，１

か月に３０度ずつ反時計回りにまわる。Ａか

らＢまで９０度回っているので，４月２０日か

ら３か月後の７月２０日である。

　　⑸北斗七星とカシオペヤ座は，北極星をはさ

んでほぼ反対の方向にある。

　９１ページ　

5		 ⑴　北極星　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　オ
　 かい説

　　⑴，⑵北極星は，地球の回転のじく（地じく）

を北のほうにのばした方向にあるので，動

いて見えない。北極では頭の真上に見える。

　　⑶地球が自転していることによって，北の空

の星は１時間に１５度，２時間では３０度，北

極星を中心にして反時計回りに動いて見え

る。

　　⑷地球が公転していることによって，北の空

の同じ時こくに見える星の位置は，１か月

に３０度，２か月では６０度，反時計回りに動

いて見える。

6		 ⑴　㋐…北，㋑…東　　⑵　ウ　　⑶　ウ
　⑷　エ
　 かい説

　　⑴星座早見ばんでは，東と西の方角が逆
ぎゃく

にな

る。

　　⑵星座は北極星を中心にして動くように見え

るので，北極星を中心に円ばんが回転する

ようになっている。

　　⑶アの１２月１日には午前１時ごろ，イの１月
１日には午後１１時ごろ，エの３月１５日には
午後６時ごろに同じ星座が見られる。

　　⑷観察する方位が下になるように星座ばんを

頭の上にかかげる。図の㋑の方位が東で，

㋑が下になっているのはエである。

　９２ページ　

1　エ
　 かい説

　　	　同じ星座を観
かん

測
そく

する場合，緯
い

度
ど

が同じで経
けい

度
ど

がちがうときは見える高さは同じになるが，

見える時こくがちがう。また，経度が同じで

緯度がちがうときは，見える時こくは同じに

なるが，見える高さがちがう。北半球の場合

は，緯度が高いほど，北の空の星座は高く見

え，南の空の星座は低く見える。オリオン座

は南の空に見える星座なので，高緯度で観測

すると，見える位置は低くなる。

2　⑴　こと座　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴はくちょう座のデネブ，わし座のアルタイ

ル，こと座のベガの３つの１等星を結んで

できる三角形を，夏の大三角という。

　　⑵銀
ぎん

河
が

系
けい

（太陽をふくむ恒
こう

星
せい

の集まり）には，

太陽のような恒星が約２０００億
おく

個
こ

あるといわ

れている。地球から夜空を見たとき，恒星

がまとまっている部分は白い川のように見

える。これが天
あま

の川である。

　９３ページ　

3　⑴　ア　　⑵　記号…カ，名まえ…アンタレ
ス　　⑶　オ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴デネブは，はくちょう座の１等星である。

はくちょう座は，夏の夜，東の空から真上

の空にかけて見える。

　　⑵夏の夜，南の低い位置にさそり座が見える。

さそり座も夏の代表的な星座である。さそ

り座の中心近くには，１等星のアンタレス

という赤い星がかがやいている。

　　⑶南に見える星は，１時間あたり約１５度，東

から西へ移
い

動
どう

する。また，１か月後の同じ

時こくに観察すると，約３０度西側に移動し

て見える。６月２０日の午後９時には，図の

位置よりも約３０度東側に見えていたので，

３０度西へ移動した位置にくるのは２時間後

の午後１１時になる。

　　⑷２．５×２．５＝６．２５（倍）になる。

チャレンジ
　コーナー3 星座の動き

22 〜 23 ページ

─ 12─

11 星座の動き

─ 1�─

　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。

星座の動き13

─ 1�─

　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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4		 ⑴　北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

　　⑵　おおぐま座

　⑶　①北極星　②５倍　　⑷　エ　　⑸　イ
　 かい説

　　⑴，⑵北の空に見える，おおぐま座の北斗七

星である。

　　⑶北極星を見つけるのによく使われるのは，

北斗七星とカシオペヤ座である。

　　⑷北の空の星座は，北極星を中心にして，１

か月に３０度ずつ反時計回りにまわる。Ａか

らＢまで９０度回っているので，４月２０日か

ら３か月後の７月２０日である。

　　⑸北斗七星とカシオペヤ座は，北極星をはさ

んでほぼ反対の方向にある。

　９１ページ　

5		 ⑴　北極星　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　オ
　 かい説

　　⑴，⑵北極星は，地球の回転のじく（地じく）

を北のほうにのばした方向にあるので，動

いて見えない。北極では頭の真上に見える。

　　⑶地球が自転していることによって，北の空

の星は１時間に１５度，２時間では３０度，北

極星を中心にして反時計回りに動いて見え

る。

　　⑷地球が公転していることによって，北の空

の同じ時こくに見える星の位置は，１か月

に３０度，２か月では６０度，反時計回りに動

いて見える。

6		 ⑴　㋐…北，㋑…東　　⑵　ウ　　⑶　ウ
　⑷　エ
　 かい説

　　⑴星座早見ばんでは，東と西の方角が逆
ぎゃく

にな

る。

　　⑵星座は北極星を中心にして動くように見え

るので，北極星を中心に円ばんが回転する

ようになっている。

　　⑶アの１２月１日には午前１時ごろ，イの１月
１日には午後１１時ごろ，エの３月１５日には
午後６時ごろに同じ星座が見られる。

　　⑷観察する方位が下になるように星座ばんを

頭の上にかかげる。図の㋑の方位が東で，

㋑が下になっているのはエである。

　９２ページ　

1　エ
　 かい説

　　	　同じ星座を観
かん

測
そく

する場合，緯
い

度
ど

が同じで経
けい

度
ど

がちがうときは見える高さは同じになるが，

見える時こくがちがう。また，経度が同じで

緯度がちがうときは，見える時こくは同じに

なるが，見える高さがちがう。北半球の場合

は，緯度が高いほど，北の空の星座は高く見

え，南の空の星座は低く見える。オリオン座

は南の空に見える星座なので，高緯度で観測

すると，見える位置は低くなる。

2　⑴　こと座　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴はくちょう座のデネブ，わし座のアルタイ

ル，こと座のベガの３つの１等星を結んで

できる三角形を，夏の大三角という。

　　⑵銀
ぎん

河
が

系
けい

（太陽をふくむ恒
こう

星
せい

の集まり）には，

太陽のような恒星が約２０００億
おく

個
こ

あるといわ

れている。地球から夜空を見たとき，恒星

がまとまっている部分は白い川のように見

える。これが天
あま

の川である。

　９３ページ　

3　⑴　ア　　⑵　記号…カ，名まえ…アンタレ
ス　　⑶　オ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴デネブは，はくちょう座の１等星である。

はくちょう座は，夏の夜，東の空から真上

の空にかけて見える。

　　⑵夏の夜，南の低い位置にさそり座が見える。

さそり座も夏の代表的な星座である。さそ

り座の中心近くには，１等星のアンタレス

という赤い星がかがやいている。

　　⑶南に見える星は，１時間あたり約１５度，東

から西へ移
い

動
どう

する。また，１か月後の同じ

時こくに観察すると，約３０度西側に移動し

て見える。６月２０日の午後９時には，図の

位置よりも約３０度東側に見えていたので，

３０度西へ移動した位置にくるのは２時間後

の午後１１時になる。

　　⑷２．５×２．５＝６．２５（倍）になる。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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4		 ⑴　北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

　　⑵　おおぐま座

　⑶　①北極星　②５倍　　⑷　エ　　⑸　イ
　 かい説

　　⑴，⑵北の空に見える，おおぐま座の北斗七

星である。

　　⑶北極星を見つけるのによく使われるのは，

北斗七星とカシオペヤ座である。

　　⑷北の空の星座は，北極星を中心にして，１

か月に３０度ずつ反時計回りにまわる。Ａか

らＢまで９０度回っているので，４月２０日か

ら３か月後の７月２０日である。

　　⑸北斗七星とカシオペヤ座は，北極星をはさ

んでほぼ反対の方向にある。

　９１ページ　

5		 ⑴　北極星　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　オ
　 かい説

　　⑴，⑵北極星は，地球の回転のじく（地じく）

を北のほうにのばした方向にあるので，動

いて見えない。北極では頭の真上に見える。

　　⑶地球が自転していることによって，北の空

の星は１時間に１５度，２時間では３０度，北

極星を中心にして反時計回りに動いて見え

る。

　　⑷地球が公転していることによって，北の空

の同じ時こくに見える星の位置は，１か月

に３０度，２か月では６０度，反時計回りに動

いて見える。

6		 ⑴　㋐…北，㋑…東　　⑵　ウ　　⑶　ウ
　⑷　エ
　 かい説

　　⑴星座早見ばんでは，東と西の方角が逆
ぎゃく

にな

る。

　　⑵星座は北極星を中心にして動くように見え

るので，北極星を中心に円ばんが回転する

ようになっている。

　　⑶アの１２月１日には午前１時ごろ，イの１月
１日には午後１１時ごろ，エの３月１５日には
午後６時ごろに同じ星座が見られる。

　　⑷観察する方位が下になるように星座ばんを

頭の上にかかげる。図の㋑の方位が東で，

㋑が下になっているのはエである。

　９２ページ　

1　エ
　 かい説

　　	　同じ星座を観
かん

測
そく

する場合，緯
い

度
ど

が同じで経
けい

度
ど

がちがうときは見える高さは同じになるが，

見える時こくがちがう。また，経度が同じで

緯度がちがうときは，見える時こくは同じに

なるが，見える高さがちがう。北半球の場合

は，緯度が高いほど，北の空の星座は高く見

え，南の空の星座は低く見える。オリオン座

は南の空に見える星座なので，高緯度で観測

すると，見える位置は低くなる。

2　⑴　こと座　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴はくちょう座のデネブ，わし座のアルタイ

ル，こと座のベガの３つの１等星を結んで

できる三角形を，夏の大三角という。

　　⑵銀
ぎん

河
が

系
けい

（太陽をふくむ恒
こう

星
せい

の集まり）には，

太陽のような恒星が約２０００億
おく

個
こ

あるといわ

れている。地球から夜空を見たとき，恒星

がまとまっている部分は白い川のように見

える。これが天
あま

の川である。

　９３ページ　

3　⑴　ア　　⑵　記号…カ，名まえ…アンタレ
ス　　⑶　オ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴デネブは，はくちょう座の１等星である。

はくちょう座は，夏の夜，東の空から真上

の空にかけて見える。

　　⑵夏の夜，南の低い位置にさそり座が見える。

さそり座も夏の代表的な星座である。さそ

り座の中心近くには，１等星のアンタレス

という赤い星がかがやいている。

　　⑶南に見える星は，１時間あたり約１５度，東

から西へ移
い

動
どう

する。また，１か月後の同じ

時こくに観察すると，約３０度西側に移動し

て見える。６月２０日の午後９時には，図の

位置よりも約３０度東側に見えていたので，

３０度西へ移動した位置にくるのは２時間後

の午後１１時になる。

　　⑷２．５×２．５＝６．２５（倍）になる。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　
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　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。

星座の動き13

─ 1�─

4		 ⑴　北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

　　⑵　おおぐま座

　⑶　①北極星　②５倍　　⑷　エ　　⑸　イ
　 かい説

　　⑴，⑵北の空に見える，おおぐま座の北斗七

星である。

　　⑶北極星を見つけるのによく使われるのは，

北斗七星とカシオペヤ座である。

　　⑷北の空の星座は，北極星を中心にして，１

か月に３０度ずつ反時計回りにまわる。Ａか

らＢまで９０度回っているので，４月２０日か

ら３か月後の７月２０日である。

　　⑸北斗七星とカシオペヤ座は，北極星をはさ

んでほぼ反対の方向にある。

　９１ページ　

5		 ⑴　北極星　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　オ
　 かい説

　　⑴，⑵北極星は，地球の回転のじく（地じく）

を北のほうにのばした方向にあるので，動

いて見えない。北極では頭の真上に見える。

　　⑶地球が自転していることによって，北の空

の星は１時間に１５度，２時間では３０度，北

極星を中心にして反時計回りに動いて見え

る。

　　⑷地球が公転していることによって，北の空

の同じ時こくに見える星の位置は，１か月

に３０度，２か月では６０度，反時計回りに動

いて見える。

6		 ⑴　㋐…北，㋑…東　　⑵　ウ　　⑶　ウ
　⑷　エ
　 かい説

　　⑴星座早見ばんでは，東と西の方角が逆
ぎゃく

にな

る。

　　⑵星座は北極星を中心にして動くように見え

るので，北極星を中心に円ばんが回転する

ようになっている。

　　⑶アの１２月１日には午前１時ごろ，イの１月
１日には午後１１時ごろ，エの３月１５日には
午後６時ごろに同じ星座が見られる。

　　⑷観察する方位が下になるように星座ばんを

頭の上にかかげる。図の㋑の方位が東で，

㋑が下になっているのはエである。

　９２ページ　

1　エ
　 かい説

　　	　同じ星座を観
かん

測
そく

する場合，緯
い

度
ど

が同じで経
けい

度
ど

がちがうときは見える高さは同じになるが，

見える時こくがちがう。また，経度が同じで

緯度がちがうときは，見える時こくは同じに

なるが，見える高さがちがう。北半球の場合

は，緯度が高いほど，北の空の星座は高く見

え，南の空の星座は低く見える。オリオン座

は南の空に見える星座なので，高緯度で観測

すると，見える位置は低くなる。

2　⑴　こと座　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴はくちょう座のデネブ，わし座のアルタイ

ル，こと座のベガの３つの１等星を結んで

できる三角形を，夏の大三角という。

　　⑵銀
ぎん

河
が

系
けい

（太陽をふくむ恒
こう

星
せい

の集まり）には，

太陽のような恒星が約２０００億
おく

個
こ

あるといわ

れている。地球から夜空を見たとき，恒星

がまとまっている部分は白い川のように見

える。これが天
あま

の川である。

　９３ページ　

3　⑴　ア　　⑵　記号…カ，名まえ…アンタレ
ス　　⑶　オ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴デネブは，はくちょう座の１等星である。

はくちょう座は，夏の夜，東の空から真上

の空にかけて見える。

　　⑵夏の夜，南の低い位置にさそり座が見える。

さそり座も夏の代表的な星座である。さそ

り座の中心近くには，１等星のアンタレス

という赤い星がかがやいている。

　　⑶南に見える星は，１時間あたり約１５度，東

から西へ移
い

動
どう

する。また，１か月後の同じ

時こくに観察すると，約３０度西側に移動し

て見える。６月２０日の午後９時には，図の

位置よりも約３０度東側に見えていたので，

３０度西へ移動した位置にくるのは２時間後

の午後１１時になる。

　　⑷２．５×２．５＝６．２５（倍）になる。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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4		 ⑴　北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

　　⑵　おおぐま座

　⑶　①北極星　②５倍　　⑷　エ　　⑸　イ
　 かい説

　　⑴，⑵北の空に見える，おおぐま座の北斗七

星である。

　　⑶北極星を見つけるのによく使われるのは，

北斗七星とカシオペヤ座である。

　　⑷北の空の星座は，北極星を中心にして，１

か月に３０度ずつ反時計回りにまわる。Ａか

らＢまで９０度回っているので，４月２０日か

ら３か月後の７月２０日である。

　　⑸北斗七星とカシオペヤ座は，北極星をはさ

んでほぼ反対の方向にある。

　９１ページ　

5		 ⑴　北極星　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　オ
　 かい説

　　⑴，⑵北極星は，地球の回転のじく（地じく）

を北のほうにのばした方向にあるので，動

いて見えない。北極では頭の真上に見える。

　　⑶地球が自転していることによって，北の空

の星は１時間に１５度，２時間では３０度，北

極星を中心にして反時計回りに動いて見え

る。

　　⑷地球が公転していることによって，北の空

の同じ時こくに見える星の位置は，１か月

に３０度，２か月では６０度，反時計回りに動

いて見える。

6		 ⑴　㋐…北，㋑…東　　⑵　ウ　　⑶　ウ
　⑷　エ
　 かい説

　　⑴星座早見ばんでは，東と西の方角が逆
ぎゃく

にな

る。

　　⑵星座は北極星を中心にして動くように見え

るので，北極星を中心に円ばんが回転する

ようになっている。

　　⑶アの１２月１日には午前１時ごろ，イの１月
１日には午後１１時ごろ，エの３月１５日には
午後６時ごろに同じ星座が見られる。

　　⑷観察する方位が下になるように星座ばんを

頭の上にかかげる。図の㋑の方位が東で，

㋑が下になっているのはエである。

　９２ページ　

1　エ
　 かい説

　　	　同じ星座を観
かん

測
そく

する場合，緯
い

度
ど

が同じで経
けい

度
ど

がちがうときは見える高さは同じになるが，

見える時こくがちがう。また，経度が同じで

緯度がちがうときは，見える時こくは同じに

なるが，見える高さがちがう。北半球の場合

は，緯度が高いほど，北の空の星座は高く見

え，南の空の星座は低く見える。オリオン座

は南の空に見える星座なので，高緯度で観測

すると，見える位置は低くなる。

2　⑴　こと座　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴はくちょう座のデネブ，わし座のアルタイ

ル，こと座のベガの３つの１等星を結んで

できる三角形を，夏の大三角という。

　　⑵銀
ぎん

河
が

系
けい

（太陽をふくむ恒
こう

星
せい

の集まり）には，

太陽のような恒星が約２０００億
おく

個
こ

あるといわ

れている。地球から夜空を見たとき，恒星

がまとまっている部分は白い川のように見

える。これが天
あま

の川である。

　９３ページ　

3　⑴　ア　　⑵　記号…カ，名まえ…アンタレ
ス　　⑶　オ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴デネブは，はくちょう座の１等星である。

はくちょう座は，夏の夜，東の空から真上

の空にかけて見える。

　　⑵夏の夜，南の低い位置にさそり座が見える。

さそり座も夏の代表的な星座である。さそ

り座の中心近くには，１等星のアンタレス

という赤い星がかがやいている。

　　⑶南に見える星は，１時間あたり約１５度，東

から西へ移
い

動
どう

する。また，１か月後の同じ

時こくに観察すると，約３０度西側に移動し

て見える。６月２０日の午後９時には，図の

位置よりも約３０度東側に見えていたので，

３０度西へ移動した位置にくるのは２時間後

の午後１１時になる。

　　⑷２．５×２．５＝６．２５（倍）になる。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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4		 ⑴　北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

　　⑵　おおぐま座

　⑶　①北極星　②５倍　　⑷　エ　　⑸　イ
　 かい説

　　⑴，⑵北の空に見える，おおぐま座の北斗七

星である。

　　⑶北極星を見つけるのによく使われるのは，

北斗七星とカシオペヤ座である。

　　⑷北の空の星座は，北極星を中心にして，１

か月に３０度ずつ反時計回りにまわる。Ａか

らＢまで９０度回っているので，４月２０日か

ら３か月後の７月２０日である。

　　⑸北斗七星とカシオペヤ座は，北極星をはさ

んでほぼ反対の方向にある。

　９１ページ　

5		 ⑴　北極星　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　オ
　 かい説

　　⑴，⑵北極星は，地球の回転のじく（地じく）

を北のほうにのばした方向にあるので，動

いて見えない。北極では頭の真上に見える。

　　⑶地球が自転していることによって，北の空

の星は１時間に１５度，２時間では３０度，北

極星を中心にして反時計回りに動いて見え

る。

　　⑷地球が公転していることによって，北の空

の同じ時こくに見える星の位置は，１か月

に３０度，２か月では６０度，反時計回りに動

いて見える。

6		 ⑴　㋐…北，㋑…東　　⑵　ウ　　⑶　ウ
　⑷　エ
　 かい説

　　⑴星座早見ばんでは，東と西の方角が逆
ぎゃく

にな

る。

　　⑵星座は北極星を中心にして動くように見え

るので，北極星を中心に円ばんが回転する

ようになっている。

　　⑶アの１２月１日には午前１時ごろ，イの１月
１日には午後１１時ごろ，エの３月１５日には
午後６時ごろに同じ星座が見られる。

　　⑷観察する方位が下になるように星座ばんを

頭の上にかかげる。図の㋑の方位が東で，

㋑が下になっているのはエである。

　９２ページ　

1　エ
　 かい説

　　	　同じ星座を観
かん

測
そく

する場合，緯
い

度
ど

が同じで経
けい

度
ど

がちがうときは見える高さは同じになるが，

見える時こくがちがう。また，経度が同じで

緯度がちがうときは，見える時こくは同じに

なるが，見える高さがちがう。北半球の場合

は，緯度が高いほど，北の空の星座は高く見

え，南の空の星座は低く見える。オリオン座

は南の空に見える星座なので，高緯度で観測

すると，見える位置は低くなる。

2　⑴　こと座　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴はくちょう座のデネブ，わし座のアルタイ

ル，こと座のベガの３つの１等星を結んで

できる三角形を，夏の大三角という。

　　⑵銀
ぎん

河
が

系
けい

（太陽をふくむ恒
こう

星
せい

の集まり）には，

太陽のような恒星が約２０００億
おく

個
こ

あるといわ

れている。地球から夜空を見たとき，恒星

がまとまっている部分は白い川のように見

える。これが天
あま

の川である。

　９３ページ　

3　⑴　ア　　⑵　記号…カ，名まえ…アンタレ
ス　　⑶　オ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴デネブは，はくちょう座の１等星である。

はくちょう座は，夏の夜，東の空から真上

の空にかけて見える。

　　⑵夏の夜，南の低い位置にさそり座が見える。

さそり座も夏の代表的な星座である。さそ

り座の中心近くには，１等星のアンタレス

という赤い星がかがやいている。

　　⑶南に見える星は，１時間あたり約１５度，東

から西へ移
い

動
どう

する。また，１か月後の同じ

時こくに観察すると，約３０度西側に移動し

て見える。６月２０日の午後９時には，図の

位置よりも約３０度東側に見えていたので，

３０度西へ移動した位置にくるのは２時間後

の午後１１時になる。

　　⑷２．５×２．５＝６．２５（倍）になる。
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4		 ⑴　北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

　　⑵　おおぐま座

　⑶　①北極星　②５倍　　⑷　エ　　⑸　イ
　 かい説

　　⑴，⑵北の空に見える，おおぐま座の北斗七

星である。

　　⑶北極星を見つけるのによく使われるのは，

北斗七星とカシオペヤ座である。

　　⑷北の空の星座は，北極星を中心にして，１

か月に３０度ずつ反時計回りにまわる。Ａか

らＢまで９０度回っているので，４月２０日か

ら３か月後の７月２０日である。

　　⑸北斗七星とカシオペヤ座は，北極星をはさ

んでほぼ反対の方向にある。

　９１ページ　

5		 ⑴　北極星　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　オ
　 かい説

　　⑴，⑵北極星は，地球の回転のじく（地じく）

を北のほうにのばした方向にあるので，動

いて見えない。北極では頭の真上に見える。

　　⑶地球が自転していることによって，北の空

の星は１時間に１５度，２時間では３０度，北

極星を中心にして反時計回りに動いて見え

る。

　　⑷地球が公転していることによって，北の空

の同じ時こくに見える星の位置は，１か月

に３０度，２か月では６０度，反時計回りに動

いて見える。

6		 ⑴　㋐…北，㋑…東　　⑵　ウ　　⑶　ウ
　⑷　エ
　 かい説

　　⑴星座早見ばんでは，東と西の方角が逆
ぎゃく

にな

る。

　　⑵星座は北極星を中心にして動くように見え

るので，北極星を中心に円ばんが回転する

ようになっている。

　　⑶アの１２月１日には午前１時ごろ，イの１月
１日には午後１１時ごろ，エの３月１５日には
午後６時ごろに同じ星座が見られる。

　　⑷観察する方位が下になるように星座ばんを

頭の上にかかげる。図の㋑の方位が東で，

㋑が下になっているのはエである。

　９２ページ　

1　エ
　 かい説

　　	　同じ星座を観
かん

測
そく

する場合，緯
い

度
ど

が同じで経
けい

度
ど

がちがうときは見える高さは同じになるが，

見える時こくがちがう。また，経度が同じで

緯度がちがうときは，見える時こくは同じに

なるが，見える高さがちがう。北半球の場合

は，緯度が高いほど，北の空の星座は高く見

え，南の空の星座は低く見える。オリオン座

は南の空に見える星座なので，高緯度で観測

すると，見える位置は低くなる。

2　⑴　こと座　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴はくちょう座のデネブ，わし座のアルタイ

ル，こと座のベガの３つの１等星を結んで

できる三角形を，夏の大三角という。

　　⑵銀
ぎん

河
が

系
けい

（太陽をふくむ恒
こう

星
せい

の集まり）には，

太陽のような恒星が約２０００億
おく

個
こ

あるといわ

れている。地球から夜空を見たとき，恒星

がまとまっている部分は白い川のように見

える。これが天
あま

の川である。

　９３ページ　

3　⑴　ア　　⑵　記号…カ，名まえ…アンタレ
ス　　⑶　オ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴デネブは，はくちょう座の１等星である。

はくちょう座は，夏の夜，東の空から真上

の空にかけて見える。

　　⑵夏の夜，南の低い位置にさそり座が見える。

さそり座も夏の代表的な星座である。さそ

り座の中心近くには，１等星のアンタレス

という赤い星がかがやいている。

　　⑶南に見える星は，１時間あたり約１５度，東

から西へ移
い

動
どう

する。また，１か月後の同じ

時こくに観察すると，約３０度西側に移動し

て見える。６月２０日の午後９時には，図の

位置よりも約３０度東側に見えていたので，

３０度西へ移動した位置にくるのは２時間後

の午後１１時になる。

　　⑷２．５×２．５＝６．２５（倍）になる。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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2　⑴　こと座　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴はくちょう座のデネブ，わし座のアルタイ

ル，こと座のベガの３つの１等星を結んで

できる三角形を，夏の大三角という。

　　⑵銀
ぎん

河
が

系
けい

（太陽をふくむ恒
こう

星
せい

の集まり）には，

太陽のような恒星が約２０００億
おく

個
こ

あるといわ

れている。地球から夜空を見たとき，恒星

がまとまっている部分は白い川のように見

える。これが天
あま

の川である。

　９３ページ　

3　⑴　ア　　⑵　記号…カ，名まえ…アンタレ
ス　　⑶　オ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴デネブは，はくちょう座の１等星である。

はくちょう座は，夏の夜，東の空から真上

の空にかけて見える。

　　⑵夏の夜，南の低い位置にさそり座が見える。

さそり座も夏の代表的な星座である。さそ

り座の中心近くには，１等星のアンタレス

という赤い星がかがやいている。

　　⑶南に見える星は，１時間あたり約１５度，東

から西へ移
い

動
どう

する。また，１か月後の同じ

時こくに観察すると，約３０度西側に移動し

て見える。６月２０日の午後９時には，図の

位置よりも約３０度東側に見えていたので，

３０度西へ移動した位置にくるのは２時間後

の午後１１時になる。

　　⑷２．５×２．５＝６．２５（倍）になる。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　

5		 ⑴　①Ａ…ミノガ，Ｂ…カマキリ　②Ａ…イ，
Ｂ…ア　③エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴Ａはミノガのよう虫で，ミノムシとよばれ

る。Ｂはカマキリのたまごで，９〜１０月ご

ろ木の枝
えだ

などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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4		 ⑴　北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

　　⑵　おおぐま座

　⑶　①北極星　②５倍　　⑷　エ　　⑸　イ
　 かい説

　　⑴，⑵北の空に見える，おおぐま座の北斗七

星である。

　　⑶北極星を見つけるのによく使われるのは，

北斗七星とカシオペヤ座である。

　　⑷北の空の星座は，北極星を中心にして，１

か月に３０度ずつ反時計回りにまわる。Ａか

らＢまで９０度回っているので，４月２０日か

ら３か月後の７月２０日である。

　　⑸北斗七星とカシオペヤ座は，北極星をはさ

んでほぼ反対の方向にある。

　９１ページ　

5		 ⑴　北極星　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　オ
　 かい説

　　⑴，⑵北極星は，地球の回転のじく（地じく）

を北のほうにのばした方向にあるので，動

いて見えない。北極では頭の真上に見える。

　　⑶地球が自転していることによって，北の空

の星は１時間に１５度，２時間では３０度，北

極星を中心にして反時計回りに動いて見え

る。

　　⑷地球が公転していることによって，北の空

の同じ時こくに見える星の位置は，１か月

に３０度，２か月では６０度，反時計回りに動

いて見える。

6		 ⑴　㋐…北，㋑…東　　⑵　ウ　　⑶　ウ
　⑷　エ
　 かい説

　　⑴星座早見ばんでは，東と西の方角が逆
ぎゃく

にな

る。

　　⑵星座は北極星を中心にして動くように見え

るので，北極星を中心に円ばんが回転する

ようになっている。

　　⑶アの１２月１日には午前１時ごろ，イの１月
１日には午後１１時ごろ，エの３月１５日には
午後６時ごろに同じ星座が見られる。

　　⑷観察する方位が下になるように星座ばんを

頭の上にかかげる。図の㋑の方位が東で，

㋑が下になっているのはエである。

　９２ページ　
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かん

測
そく

する場合，緯
い

度
ど

が同じで経
けい

度
ど
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などに産みつけられる。秋には白

いあわのようなもので包まれていたのが，

冬になるとかたく茶色になる。

　　⑵コオロギはたまごで，土の中で冬ごしする。

6		 ⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　イ　　⑷　①ウ　
②イ
　 かい説

　　⑴イチョウ・ケヤキ・クヌギ・コナラなどは，

寒くなると葉を落とす落
らく

葉
よう

樹
じゅ

である。

　　⑵ヤツデの花には，ハエ・アブ・ハチなどが

花のみつをすいに集まる。バッタは土の中

で，たまごで冬ごしをする。

　　⑶ツバメなどの夏鳥は，秋に南のあたたかい

国へわたっていく。

　　⑷トカゲやヘビなどの変
へん

温
おん

動物は，冬になる

と体温が下がり活動できなくなるため，冬
とう

眠
みん

をする。また，体温を一定にたもつこと

ができる恒
こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ

リなどのように冬眠をする動物がいる。グ

ラフのアはクマなど，イはコウモリやシマ
リスなどの体温の変化をしめしている。

　８９ページ　　基本問題
1		 ⑴　Ａ…南，Ｂ…西，Ｃ…東，Ｄ…北

　⑵　地球が１日に１回，西から東へ自転してい

るから。　　⑶　北
ほっ

極
きょく

星
せい

　 かい説

　　⑴南の空の星は東から西へ，円をえがくよう

に動き，北の空の星は，北極星を中心にし

て，時計のはりと反対の向きに回るように

動く。東の空の星は，地平線から右上にあ

がるように動き，西の空の星は，右下にさ

がるように動く。

　　⑶Ｄは北の空の星の動きをあらわす。北の空

にあって，ほとんど動かない星とは北極星

のことである。

2		 ⑴　㋑　　⑵　地球が１年に１回，太陽のま

わりを公転しているから。　　⑶　ベテルギウ

ス

　 かい説

　　⑴毎月同じ時こくに星座を観察し続けると，

星座は東から西へ動いて見える。したがっ

て，３月１０日には，オリオン座は㋑の位置

に見える。

　　⑶オリオン座には１等星が２つあって，赤い

色をしているのがベテルギウス，青白い色

をしているのがリゲルである。

　９０ページ　　練習問題
3		 ⑴　ア　　⑵　オリオン座　　⑶　ウ
　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　ウ　　⑺　エ
　 かい説

　　⑴，⑵オリオン座は冬を代表する星座である。

　　⑶太陽も月も星座も，東から上り，西にしず

む。これは，地球が自転しているためにお

こる見かけの動きである。図では，アが東
の方向，ウが西の方向である。

　　⑷，⑸星座は，１年を通しても東から西へ動

いていく。これは，地球が１年に１回太陽

のまわりを公転しているからで，１か月ご

との同じ時こくに見られる星座は，西に動

いて見える。

　　⑹オリオン座と入れかわって夏の南の空にあ

らわれるのはさそり座である。
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4		 ⑴　北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

　　⑵　おおぐま座

　⑶　①北極星　②５倍　　⑷　エ　　⑸　イ
　 かい説

　　⑴，⑵北の空に見える，おおぐま座の北斗七

星である。

　　⑶北極星を見つけるのによく使われるのは，

北斗七星とカシオペヤ座である。

　　⑷北の空の星座は，北極星を中心にして，１

か月に３０度ずつ反時計回りにまわる。Ａか

らＢまで９０度回っているので，４月２０日か

ら３か月後の７月２０日である。

　　⑸北斗七星とカシオペヤ座は，北極星をはさ

んでほぼ反対の方向にある。

　９１ページ　

5		 ⑴　北極星　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　オ
　 かい説

　　⑴，⑵北極星は，地球の回転のじく（地じく）

を北のほうにのばした方向にあるので，動

いて見えない。北極では頭の真上に見える。

　　⑶地球が自転していることによって，北の空

の星は１時間に１５度，２時間では３０度，北

極星を中心にして反時計回りに動いて見え

る。

　　⑷地球が公転していることによって，北の空

の同じ時こくに見える星の位置は，１か月

に３０度，２か月では６０度，反時計回りに動

いて見える。

6		 ⑴　㋐…北，㋑…東　　⑵　ウ　　⑶　ウ
　⑷　エ
　 かい説

　　⑴星座早見ばんでは，東と西の方角が逆
ぎゃく

にな

る。

　　⑵星座は北極星を中心にして動くように見え

るので，北極星を中心に円ばんが回転する

ようになっている。

　　⑶アの１２月１日には午前１時ごろ，イの１月
１日には午後１１時ごろ，エの３月１５日には
午後６時ごろに同じ星座が見られる。

　　⑷観察する方位が下になるように星座ばんを

頭の上にかかげる。図の㋑の方位が東で，

㋑が下になっているのはエである。

　９２ページ　

1　エ
　 かい説

　　	　同じ星座を観
かん

測
そく

する場合，緯
い

度
ど

が同じで経
けい

度
ど

がちがうときは見える高さは同じになるが，

見える時こくがちがう。また，経度が同じで

緯度がちがうときは，見える時こくは同じに

なるが，見える高さがちがう。北半球の場合

は，緯度が高いほど，北の空の星座は高く見

え，南の空の星座は低く見える。オリオン座

は南の空に見える星座なので，高緯度で観測

すると，見える位置は低くなる。

2　⑴　こと座　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴はくちょう座のデネブ，わし座のアルタイ

ル，こと座のベガの３つの１等星を結んで

できる三角形を，夏の大三角という。

　　⑵銀
ぎん

河
が

系
けい

（太陽をふくむ恒
こう

星
せい

の集まり）には，

太陽のような恒星が約２０００億
おく

個
こ

あるといわ

れている。地球から夜空を見たとき，恒星

がまとまっている部分は白い川のように見

える。これが天
あま

の川である。

　９３ページ　

3　⑴　ア　　⑵　記号…カ，名まえ…アンタレ
ス　　⑶　オ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴デネブは，はくちょう座の１等星である。

はくちょう座は，夏の夜，東の空から真上

の空にかけて見える。

　　⑵夏の夜，南の低い位置にさそり座が見える。

さそり座も夏の代表的な星座である。さそ

り座の中心近くには，１等星のアンタレス

という赤い星がかがやいている。

　　⑶南に見える星は，１時間あたり約１５度，東

から西へ移
い

動
どう

する。また，１か月後の同じ

時こくに観察すると，約３０度西側に移動し

て見える。６月２０日の午後９時には，図の

位置よりも約３０度東側に見えていたので，

３０度西へ移動した位置にくるのは２時間後

の午後１１時になる。

　　⑷２．５×２．５＝６．２５（倍）になる。
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　　	　冬芽はりんぺんというじょうぶな皮でおお

われていて，春になると成長して，花や葉に

なる。ふくらみの大きい芽が花になる花芽で，

細長い芽が葉になる葉芽である。冬芽には，

寒さやかんそうをふせぐために，さまざまな

つくりが見られる。また，アジサイのように，

りんぺんがない冬芽もある。

　８５ページ　
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温
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と体温が下がり活動できなくなるため，冬
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眠
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をする。また，体温を一定にたもつこと
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こう

温
おん

動物の中にも，クマやコウモ
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4		 ⑴　北
ほく

斗
と

七
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星
せい
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　９１ページ　

5		 ⑴　北極星　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　オ
　 かい説

　　⑴，⑵北極星は，地球の回転のじく（地じく）

を北のほうにのばした方向にあるので，動

いて見えない。北極では頭の真上に見える。

　　⑶地球が自転していることによって，北の空

の星は１時間に１５度，２時間では３０度，北

極星を中心にして反時計回りに動いて見え
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　　⑷地球が公転していることによって，北の空
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ぎゃく

にな

る。

　　⑵星座は北極星を中心にして動くように見え

るので，北極星を中心に円ばんが回転する

ようになっている。
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　９２ページ　

1　エ
　 かい説

　　	　同じ星座を観
かん

測
そく

する場合，緯
い

度
ど

が同じで経
けい

度
ど

がちがうときは見える高さは同じになるが，

見える時こくがちがう。また，経度が同じで

緯度がちがうときは，見える時こくは同じに
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　　⑵銀
ぎん

河
が

系
けい

（太陽をふくむ恒
こう

星
せい

の集まり）には，

太陽のような恒星が約２０００億
おく

個
こ

あるといわ

れている。地球から夜空を見たとき，恒星

がまとまっている部分は白い川のように見

える。これが天
あま

の川である。

　９３ページ　

3　⑴　ア　　⑵　記号…カ，名まえ…アンタレ
ス　　⑶　オ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑴デネブは，はくちょう座の１等星である。

はくちょう座は，夏の夜，東の空から真上

の空にかけて見える。

　　⑵夏の夜，南の低い位置にさそり座が見える。

さそり座も夏の代表的な星座である。さそ

り座の中心近くには，１等星のアンタレス

という赤い星がかがやいている。

　　⑶南に見える星は，１時間あたり約１５度，東

から西へ移
い

動
どう

する。また，１か月後の同じ

時こくに観察すると，約３０度西側に移動し

て見える。６月２０日の午後９時には，図の

位置よりも約３０度東側に見えていたので，

３０度西へ移動した位置にくるのは２時間後

の午後１１時になる。

　　⑷２．５×２．５＝６．２５（倍）になる。

チャレンジ
　コーナー3 星座の動き

22 〜 23 ページ
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12 とじこめた空気や水

─ 11─

　５７ページ　　基本問題
1		 ①　イ　　②　ウ
　 かい説

　　①ピストンをおすと，中の空気はおしちぢめ

られて小さくなる。しかし，ピストンから

指をはなすと，小さくなった中の空気が元

の体積にもどろうとしてピストンをおし返

し，元のところまで上がる。

　　②水は空気とちがって，力を加えても体積が

ほとんど変わらない。したがって，ピスト

ンは動かず，そのままである。

2		 ⑴　イ　　⑵　①　　⑶　③
　 かい説

　　⑴わゴムは，おしぼうが適
てき

当
とう

なところで止ま

るようにするためにつける。

　　⑵①は，わゴムとあと玉の間が短すぎて，空

気を十分におしちぢめることができない。

　　⑶わゴムの位置とあと玉の間が長すぎるため，

あと玉が前玉をおし出し，それといっしょ

にあと玉もつつから出てしまう。

　５８ページ　　練習問題
3		 ⑴　イ，ウ　　⑵　イ　　⑶　エ
　⑷　①Ｃ→Ａ→Ｂ　②Ａ　③イ　④ウ
　 かい説

　　⑴玉を遠くに飛ばすためには次のようにする。

　　　・玉とつつの間にすき間がないようにする。

　　　・おしぼうをはやく，強くおす。

　　　・あなのない，空気のもれないつつを選ぶ。

　　　・	おしぼうの長さを，つつの長さよりも玉

の大きさくらい短くする。

　　　・ななめ上に向かってうつ　など。

　　⑵アのようにおしぼうが短いと，つつの中の
空気が十分にちぢまないので，玉を飛ばす

力が弱くなる。また，ウのようにおしぼう
がつつより長いと，あと玉もつつから飛び

出してしまう。

　　⑶玉から空気がもれると，玉はうまく飛ばな

い。アとイのようにかわいたティッシュペ
ーパーをまるめても，空気がもれてしまう。

また，ウのようにぬらしても，しぼらない
と，つつを玉でうまくふさぐことができな

い。

　　⑷②前玉が飛び出す直前に，空気はいちばん

おしちぢめられている。

　　　④水はおしちぢめられても，ほとんどかさ

（体積）が変わらないので，おしぼうをおす

と同時に，前玉は落ちるようにつつから出

てしまう。

　５９ページ　

4		 ⑴　ア　　⑵　空気には，おしちぢめられる
と元のかさ（体積）にもどろうとする性

せい

質
しつ

がある

から。　　⑶　エ　　⑷　イ　　⑸　ア
　 かい説

　　⑶空気は強くおすと小さくちぢむが，なくな

ることはない。このとき，空気が元にもど

ろうとする力も強くなるので，手ごたえも

強くなる。また，水を強くおしても体積は

ほとんど変わらない。

　　⑷，⑸水のかさはおしても変わらないから，

空気のかさに目をつける。空気のかさが同

じとき，同じ力でおすと同じだけちぢむ。

5		 イ，エ
　 かい説

　　	　アとウのように，水のふき出し口になるガ

ラス管
かん

が水につかっていないと，ふん水は上

がらない。空気を入れるためのガラス管は，

水につかっていてもいなくても，空気を送る

とフラスコの中の空気はふえるので，イとエ

でふん水が上がる。

もののかさと力9
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　５７ページ　　基本問題
1		 ①　イ　　②　ウ
　 かい説

　　①ピストンをおすと，中の空気はおしちぢめ

られて小さくなる。しかし，ピストンから

指をはなすと，小さくなった中の空気が元

の体積にもどろうとしてピストンをおし返

し，元のところまで上がる。

　　②水は空気とちがって，力を加えても体積が

ほとんど変わらない。したがって，ピスト

ンは動かず，そのままである。

2		 ⑴　イ　　⑵　①　　⑶　③
　 かい説

　　⑴わゴムは，おしぼうが適
てき

当
とう

なところで止ま

るようにするためにつける。

　　⑵①は，わゴムとあと玉の間が短すぎて，空

気を十分におしちぢめることができない。

　　⑶わゴムの位置とあと玉の間が長すぎるため，

あと玉が前玉をおし出し，それといっしょ

にあと玉もつつから出てしまう。

　５８ページ　　練習問題
3		 ⑴　イ，ウ　　⑵　イ　　⑶　エ
　⑷　①Ｃ→Ａ→Ｂ　②Ａ　③イ　④ウ
　 かい説

　　⑴玉を遠くに飛ばすためには次のようにする。

　　　・玉とつつの間にすき間がないようにする。

　　　・おしぼうをはやく，強くおす。

　　　・あなのない，空気のもれないつつを選ぶ。

　　　・	おしぼうの長さを，つつの長さよりも玉

の大きさくらい短くする。

　　　・ななめ上に向かってうつ　など。

　　⑵アのようにおしぼうが短いと，つつの中の
空気が十分にちぢまないので，玉を飛ばす

力が弱くなる。また，ウのようにおしぼう
がつつより長いと，あと玉もつつから飛び

出してしまう。

　　⑶玉から空気がもれると，玉はうまく飛ばな

い。アとイのようにかわいたティッシュペ
ーパーをまるめても，空気がもれてしまう。

また，ウのようにぬらしても，しぼらない
と，つつを玉でうまくふさぐことができな

い。

　　⑷②前玉が飛び出す直前に，空気はいちばん

おしちぢめられている。

　　　④水はおしちぢめられても，ほとんどかさ

（体積）が変わらないので，おしぼうをおす

と同時に，前玉は落ちるようにつつから出

てしまう。

　５９ページ　

4		 ⑴　ア　　⑵　空気には，おしちぢめられる
と元のかさ（体積）にもどろうとする性

せい

質
しつ

がある

から。　　⑶　エ　　⑷　イ　　⑸　ア
　 かい説

　　⑶空気は強くおすと小さくちぢむが，なくな

ることはない。このとき，空気が元にもど

ろうとする力も強くなるので，手ごたえも

強くなる。また，水を強くおしても体積は

ほとんど変わらない。

　　⑷，⑸水のかさはおしても変わらないから，

空気のかさに目をつける。空気のかさが同

じとき，同じ力でおすと同じだけちぢむ。

5		 イ，エ
　 かい説

　　	　アとウのように，水のふき出し口になるガ

ラス管
かん

が水につかっていないと，ふん水は上

がらない。空気を入れるためのガラス管は，

水につかっていてもいなくても，空気を送る

とフラスコの中の空気はふえるので，イとエ

でふん水が上がる。
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　５７ページ　　基本問題
1		 ①　イ　　②　ウ
　 かい説

　　①ピストンをおすと，中の空気はおしちぢめ

られて小さくなる。しかし，ピストンから

指をはなすと，小さくなった中の空気が元

の体積にもどろうとしてピストンをおし返

し，元のところまで上がる。

　　②水は空気とちがって，力を加えても体積が

ほとんど変わらない。したがって，ピスト

ンは動かず，そのままである。

2		 ⑴　イ　　⑵　①　　⑶　③
　 かい説

　　⑴わゴムは，おしぼうが適
てき

当
とう

なところで止ま

るようにするためにつける。

　　⑵①は，わゴムとあと玉の間が短すぎて，空

気を十分におしちぢめることができない。

　　⑶わゴムの位置とあと玉の間が長すぎるため，

あと玉が前玉をおし出し，それといっしょ

にあと玉もつつから出てしまう。

　５８ページ　　練習問題
3		 ⑴　イ，ウ　　⑵　イ　　⑶　エ
　⑷　①Ｃ→Ａ→Ｂ　②Ａ　③イ　④ウ
　 かい説

　　⑴玉を遠くに飛ばすためには次のようにする。

　　　・玉とつつの間にすき間がないようにする。

　　　・おしぼうをはやく，強くおす。

　　　・あなのない，空気のもれないつつを選ぶ。

　　　・	おしぼうの長さを，つつの長さよりも玉

の大きさくらい短くする。

　　　・ななめ上に向かってうつ　など。

　　⑵アのようにおしぼうが短いと，つつの中の
空気が十分にちぢまないので，玉を飛ばす

力が弱くなる。また，ウのようにおしぼう
がつつより長いと，あと玉もつつから飛び

出してしまう。

　　⑶玉から空気がもれると，玉はうまく飛ばな

い。アとイのようにかわいたティッシュペ
ーパーをまるめても，空気がもれてしまう。

また，ウのようにぬらしても，しぼらない
と，つつを玉でうまくふさぐことができな

い。

　　⑷②前玉が飛び出す直前に，空気はいちばん

おしちぢめられている。

　　　④水はおしちぢめられても，ほとんどかさ

（体積）が変わらないので，おしぼうをおす

と同時に，前玉は落ちるようにつつから出

てしまう。

　５９ページ　

4		 ⑴　ア　　⑵　空気には，おしちぢめられる
と元のかさ（体積）にもどろうとする性

せい

質
しつ

がある

から。　　⑶　エ　　⑷　イ　　⑸　ア
　 かい説

　　⑶空気は強くおすと小さくちぢむが，なくな

ることはない。このとき，空気が元にもど

ろうとする力も強くなるので，手ごたえも

強くなる。また，水を強くおしても体積は

ほとんど変わらない。

　　⑷，⑸水のかさはおしても変わらないから，

空気のかさに目をつける。空気のかさが同

じとき，同じ力でおすと同じだけちぢむ。

5		 イ，エ
　 かい説

　　	　アとウのように，水のふき出し口になるガ

ラス管
かん

が水につかっていないと，ふん水は上

がらない。空気を入れるためのガラス管は，

水につかっていてもいなくても，空気を送る

とフラスコの中の空気はふえるので，イとエ

でふん水が上がる。
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　５７ページ　　基本問題
1		 ①　イ　　②　ウ
　 かい説

　　①ピストンをおすと，中の空気はおしちぢめ

られて小さくなる。しかし，ピストンから

指をはなすと，小さくなった中の空気が元

の体積にもどろうとしてピストンをおし返

し，元のところまで上がる。

　　②水は空気とちがって，力を加えても体積が

ほとんど変わらない。したがって，ピスト

ンは動かず，そのままである。

2		 ⑴　イ　　⑵　①　　⑶　③
　 かい説

　　⑴わゴムは，おしぼうが適
てき

当
とう

なところで止ま

るようにするためにつける。

　　⑵①は，わゴムとあと玉の間が短すぎて，空

気を十分におしちぢめることができない。

　　⑶わゴムの位置とあと玉の間が長すぎるため，

あと玉が前玉をおし出し，それといっしょ

にあと玉もつつから出てしまう。

　５８ページ　　練習問題
3		 ⑴　イ，ウ　　⑵　イ　　⑶　エ
　⑷　①Ｃ→Ａ→Ｂ　②Ａ　③イ　④ウ
　 かい説

　　⑴玉を遠くに飛ばすためには次のようにする。

　　　・玉とつつの間にすき間がないようにする。

　　　・おしぼうをはやく，強くおす。

　　　・あなのない，空気のもれないつつを選ぶ。

　　　・	おしぼうの長さを，つつの長さよりも玉

の大きさくらい短くする。

　　　・ななめ上に向かってうつ　など。

　　⑵アのようにおしぼうが短いと，つつの中の
空気が十分にちぢまないので，玉を飛ばす

力が弱くなる。また，ウのようにおしぼう
がつつより長いと，あと玉もつつから飛び

出してしまう。

　　⑶玉から空気がもれると，玉はうまく飛ばな

い。アとイのようにかわいたティッシュペ
ーパーをまるめても，空気がもれてしまう。

また，ウのようにぬらしても，しぼらない
と，つつを玉でうまくふさぐことができな

い。

　　⑷②前玉が飛び出す直前に，空気はいちばん

おしちぢめられている。

　　　④水はおしちぢめられても，ほとんどかさ

（体積）が変わらないので，おしぼうをおす

と同時に，前玉は落ちるようにつつから出

てしまう。

　５９ページ　

4		 ⑴　ア　　⑵　空気には，おしちぢめられる
と元のかさ（体積）にもどろうとする性

せい

質
しつ

がある

から。　　⑶　エ　　⑷　イ　　⑸　ア
　 かい説

　　⑶空気は強くおすと小さくちぢむが，なくな

ることはない。このとき，空気が元にもど

ろうとする力も強くなるので，手ごたえも

強くなる。また，水を強くおしても体積は

ほとんど変わらない。

　　⑷，⑸水のかさはおしても変わらないから，

空気のかさに目をつける。空気のかさが同

じとき，同じ力でおすと同じだけちぢむ。

5		 イ，エ
　 かい説

　　	　アとウのように，水のふき出し口になるガ

ラス管
かん

が水につかっていないと，ふん水は上

がらない。空気を入れるためのガラス管は，

水につかっていてもいなくても，空気を送る

とフラスコの中の空気はふえるので，イとエ

でふん水が上がる。
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13 ものの体積と温度

─ 1�─

　６５ページ　　基本問題
1		 図１　　　　　　　　図２

　 かい説

　　	　水は熱しているところで上にあがり，熱し

ていないところで下がってくる。これは，水

に熱を加えると温度差がうまれ，あたためら

れた水は軽くなって上にあがり，かわりに冷

たくて重い水が下に動くからである。このよ

うに，水はビーカーの中をまわりながら，水

全体があたたまっていく。このような熱の伝

わり方を対流という。

2		 ⑴　ア　　⑵　対流
　 かい説

　　⑴，⑵空気のあたたまり方は，水と同じよう

に，対流による。

3		 ⑴　ア　　⑵　風船の中の空気が熱湯によっ
てあたためられ，体積がふえるから。

　 かい説

　　⑴，⑵空気は温度が高くなるにつれて，規
き

則
そく

正しく体積がふえていく。温度が１℃上が

ると，０℃のときの体積の約２７３分の１だ

けふえる。また，１℃下がると，０℃のと

きの体積の約２７３分の１だけへる。

　６６ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ　　⑵　あきびんの中の空気が手の熱
であたためられて，体積がふえるから。

　⑶　まくがふくらむ。

　 かい説

　　⑴，⑶どちらもあたためられたびんの中の空

気の体積がふえることによるものである。

5		 ⑴　ウ　　⑵　ア　　⑶　ウ　　⑷　ア
　 かい説

　　	　空気の体積の変化は，水の体積の変化より

大きい。そのようすは4のように，あきびん

のような大きなものをあたためたぐらいでも

わかるが，水の変化はとても小さく，細いガ

ラス管などを使わないとそのようすはわかり

にくい。

　６７ページ　

6		 ⑴　①㋐　②ア　　⑵　①ウ　②大きくなる。
　 かい説

　　⑴水の上のほうを熱すると，熱した部分だけ

があたたまり，下のほうは冷たいままであ

る。これは，㋐の部分であたためられた水

は軽くなるが，もともと水面の近くなので

動くことがなく，対流がおきないからであ

る。

7		 ⑴　イ　　⑵　①軽　②上　③対流
　 かい説

　　⑴，⑵空気も水と同じように，あたためると

軽くなり，上に動く。また，冷たい空気は

重いので，下に動く。

8		 エ
　 かい説

　　	　上皿てんびんの右にのせたビーカーの６０℃

の湯の温度が下がると，水の体積はへるが，

重さは変わらない。したがって，つり合った

ままである。
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　６５ページ　　基本問題
1		 図１　　　　　　　　図２

　 かい説

　　	　水は熱しているところで上にあがり，熱し

ていないところで下がってくる。これは，水

に熱を加えると温度差がうまれ，あたためら

れた水は軽くなって上にあがり，かわりに冷

たくて重い水が下に動くからである。このよ

うに，水はビーカーの中をまわりながら，水

全体があたたまっていく。このような熱の伝

わり方を対流という。

2		 ⑴　ア　　⑵　対流
　 かい説

　　⑴，⑵空気のあたたまり方は，水と同じよう

に，対流による。

3		 ⑴　ア　　⑵　風船の中の空気が熱湯によっ
てあたためられ，体積がふえるから。

　 かい説

　　⑴，⑵空気は温度が高くなるにつれて，規
き

則
そく

正しく体積がふえていく。温度が１℃上が

ると，０℃のときの体積の約２７３分の１だ

けふえる。また，１℃下がると，０℃のと

きの体積の約２７３分の１だけへる。

　６６ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ　　⑵　あきびんの中の空気が手の熱
であたためられて，体積がふえるから。

　⑶　まくがふくらむ。

　 かい説

　　⑴，⑶どちらもあたためられたびんの中の空

気の体積がふえることによるものである。

5		 ⑴　ウ　　⑵　ア　　⑶　ウ　　⑷　ア
　 かい説

　　	　空気の体積の変化は，水の体積の変化より

大きい。そのようすは4のように，あきびん

のような大きなものをあたためたぐらいでも

わかるが，水の変化はとても小さく，細いガ

ラス管などを使わないとそのようすはわかり

にくい。

　６７ページ　

6		 ⑴　①㋐　②ア　　⑵　①ウ　②大きくなる。
　 かい説

　　⑴水の上のほうを熱すると，熱した部分だけ

があたたまり，下のほうは冷たいままであ

る。これは，㋐の部分であたためられた水

は軽くなるが，もともと水面の近くなので

動くことがなく，対流がおきないからであ

る。

7		 ⑴　イ　　⑵　①軽　②上　③対流
　 かい説

　　⑴，⑵空気も水と同じように，あたためると

軽くなり，上に動く。また，冷たい空気は

重いので，下に動く。

8		 エ
　 かい説

　　	　上皿てんびんの右にのせたビーカーの６０℃

の湯の温度が下がると，水の体積はへるが，

重さは変わらない。したがって，つり合った

ままである。
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　６５ページ　　基本問題
1		 図１　　　　　　　　図２

　 かい説

　　	　水は熱しているところで上にあがり，熱し

ていないところで下がってくる。これは，水

に熱を加えると温度差がうまれ，あたためら

れた水は軽くなって上にあがり，かわりに冷

たくて重い水が下に動くからである。このよ

うに，水はビーカーの中をまわりながら，水

全体があたたまっていく。このような熱の伝

わり方を対流という。

2		 ⑴　ア　　⑵　対流
　 かい説

　　⑴，⑵空気のあたたまり方は，水と同じよう

に，対流による。

3		 ⑴　ア　　⑵　風船の中の空気が熱湯によっ
てあたためられ，体積がふえるから。

　 かい説

　　⑴，⑵空気は温度が高くなるにつれて，規
き

則
そく

正しく体積がふえていく。温度が１℃上が

ると，０℃のときの体積の約２７３分の１だ

けふえる。また，１℃下がると，０℃のと

きの体積の約２７３分の１だけへる。

　６６ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ　　⑵　あきびんの中の空気が手の熱
であたためられて，体積がふえるから。

　⑶　まくがふくらむ。

　 かい説

　　⑴，⑶どちらもあたためられたびんの中の空

気の体積がふえることによるものである。

5		 ⑴　ウ　　⑵　ア　　⑶　ウ　　⑷　ア
　 かい説

　　	　空気の体積の変化は，水の体積の変化より

大きい。そのようすは4のように，あきびん

のような大きなものをあたためたぐらいでも

わかるが，水の変化はとても小さく，細いガ

ラス管などを使わないとそのようすはわかり

にくい。

　６７ページ　

6		 ⑴　①㋐　②ア　　⑵　①ウ　②大きくなる。
　 かい説

　　⑴水の上のほうを熱すると，熱した部分だけ

があたたまり，下のほうは冷たいままであ

る。これは，㋐の部分であたためられた水

は軽くなるが，もともと水面の近くなので

動くことがなく，対流がおきないからであ

る。

7		 ⑴　イ　　⑵　①軽　②上　③対流
　 かい説

　　⑴，⑵空気も水と同じように，あたためると

軽くなり，上に動く。また，冷たい空気は

重いので，下に動く。

8		 エ
　 かい説

　　	　上皿てんびんの右にのせたビーカーの６０℃

の湯の温度が下がると，水の体積はへるが，

重さは変わらない。したがって，つり合った

ままである。
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14 もののあたたまり方
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　７４ページ　　基本問題
1		 ①　イ　　②　ア　　③　カ　　④　オ
　 かい説

　　	　熱は，温度の高いほうから低いほうへ伝わ

り，やがて，両ほうのものの温度は等しくな

る。

2		 ⑴　ウ　　⑵　イ　　⑶　オ　　⑷　伝導
　 かい説

　　⑴アルコールランプのほのおによる熱は，銅

のぼうをあたため，ほのおからしだいに遠

くに向かって伝わっていく。したがって，

ほのおにいちばん近いつぶから順にとけて

いく。

　　⑵アルコールランプのほのおから同じきょり

につけられたつぶが同時にとける。

　　⑶ほのおからいちばん遠くにあるつぶ。

　　⑷熱が，熱の元となるものからしだいに遠く

に伝わることを伝導という。

3		 記号…Ａ，理由…熱が伝わる速さは，銅がい

ちばん速いから。

　 かい説

　　	　熱の伝えやすさは，銅，鉄，ガラスの順に

なるので，熱湯の熱がそれぞれのぼうを伝わ

って水にとどく速さも銅，鉄，ガラスの順に

なる。したがって，同じ時間経
けい

過
か

した後，水

の温度がいちばん高くなるのは，熱をもっと

も速く伝える銅のぼうの入ったＡである。

　７５ページ　

4		 ⑴　ア　　⑵　エ
　 かい説

　　⑴水は対流によってあたためられるので，ア

ルコールランプによって熱せられた水は上

にのぼり，試験管の最上部に集まる。

　　⑵図のように熱しても，エの部分の水はほと
んどあたたまらない。全体の水をあたため

るには，エの部分に熱を加えて，試験管の
中の水全体が上下に動くようにする。

5		 イ，エ
　 かい説

　　	　日光に当たるとあたたかいのは，日光がも

のに当たってすい取られると，熱になっても

のをあたためるからである。このときの熱を

放しゃ熱という。放しゃ熱は，黒いものにあ

たるときゅうしゅうされやすいので，黒いも

のをよくあたためる。なお，アは伝
でん

導
どう

，ウは
対流による熱の伝わり方に関係する。

6		 ⑴　Ｄ　　⑵　Ａ　　⑶　日光をもっともよ

くきゅうしゅうする黒い紙が，いちばんあたた

かくなるから。

　 かい説

　　⑴ガラスは日光をよく通す。したがって日光

をきゅうしゅうしないので，日光の熱では

あたたまりにくい。

　　⑵，⑶白い紙やアルミニウムはくは日光を反

しゃしやすいので，あたたまりにくい。黒

い紙（黒い色）は日光をよくきゅうしゅうす

るので，もっともよくあたたまる。

　７６ページ　　練習問題
7		 図１…ウ，図２…ア
　 かい説

　　	　熱は金
きん

属
ぞく

の中を順に，温度の高いほうから

低いほうへと伝わっていくので，熱した部分

を中心に円をえがくようにとけていく。

8		 ⑴　イ　　⑵　イ　　⑶　ア
　 かい説

　　⑴金属のぼうの中央の部分イを熱すると，ア
とウに同じように熱が伝わるので，いちば
んはやくあたたまる。

　　⑵ふたがあかなくなったのは，ふたが冷ぞう

庫の中で冷やされてちぢんだためである。

ふたをあたためてぼうちょうさせればよい。

　７７ページ　

9		 ⑴　ウ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴熱を伝える速さは，ぼうの向きやかたむき

には関係しない。

　　⑵熱を伝える速さは，ものの種類によってち

がう。鉄，銅，ガラスでは，銅がもっとも

速く，次に鉄，ガラスの順である。

10	　⑴　アルミニウム　　⑵　伝導　　⑶　エ
　 かい説

　　⑴熱を伝えやすいぼうを使ったほうが，はや

く水の温度は上がる。熱の伝わりやすい順

に，アルミニウム，鉄，ガラスとなる。
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　７４ページ　　基本問題
1		 ①　イ　　②　ア　　③　カ　　④　オ
　 かい説

　　	　熱は，温度の高いほうから低いほうへ伝わ

り，やがて，両ほうのものの温度は等しくな

る。

2		 ⑴　ウ　　⑵　イ　　⑶　オ　　⑷　伝導
　 かい説

　　⑴アルコールランプのほのおによる熱は，銅

のぼうをあたため，ほのおからしだいに遠

くに向かって伝わっていく。したがって，

ほのおにいちばん近いつぶから順にとけて

いく。

　　⑵アルコールランプのほのおから同じきょり

につけられたつぶが同時にとける。

　　⑶ほのおからいちばん遠くにあるつぶ。

　　⑷熱が，熱の元となるものからしだいに遠く

に伝わることを伝導という。

3		 記号…Ａ，理由…熱が伝わる速さは，銅がい

ちばん速いから。

　 かい説

　　	　熱の伝えやすさは，銅，鉄，ガラスの順に

なるので，熱湯の熱がそれぞれのぼうを伝わ

って水にとどく速さも銅，鉄，ガラスの順に

なる。したがって，同じ時間経
けい

過
か

した後，水

の温度がいちばん高くなるのは，熱をもっと

も速く伝える銅のぼうの入ったＡである。

　７５ページ　

4		 ⑴　ア　　⑵　エ
　 かい説

　　⑴水は対流によってあたためられるので，ア

ルコールランプによって熱せられた水は上

にのぼり，試験管の最上部に集まる。

　　⑵図のように熱しても，エの部分の水はほと
んどあたたまらない。全体の水をあたため

るには，エの部分に熱を加えて，試験管の
中の水全体が上下に動くようにする。

5		 イ，エ
　 かい説

　　	　日光に当たるとあたたかいのは，日光がも

のに当たってすい取られると，熱になっても

のをあたためるからである。このときの熱を

放しゃ熱という。放しゃ熱は，黒いものにあ

たるときゅうしゅうされやすいので，黒いも

のをよくあたためる。なお，アは伝
でん

導
どう

，ウは
対流による熱の伝わり方に関係する。

6		 ⑴　Ｄ　　⑵　Ａ　　⑶　日光をもっともよ

くきゅうしゅうする黒い紙が，いちばんあたた

かくなるから。

　 かい説

　　⑴ガラスは日光をよく通す。したがって日光

をきゅうしゅうしないので，日光の熱では

あたたまりにくい。

　　⑵，⑶白い紙やアルミニウムはくは日光を反

しゃしやすいので，あたたまりにくい。黒

い紙（黒い色）は日光をよくきゅうしゅうす

るので，もっともよくあたたまる。

　７６ページ　　練習問題
7		 図１…ウ，図２…ア
　 かい説

　　	　熱は金
きん

属
ぞく

の中を順に，温度の高いほうから

低いほうへと伝わっていくので，熱した部分

を中心に円をえがくようにとけていく。

8		 ⑴　イ　　⑵　イ　　⑶　ア
　 かい説

　　⑴金属のぼうの中央の部分イを熱すると，ア
とウに同じように熱が伝わるので，いちば
んはやくあたたまる。

　　⑵ふたがあかなくなったのは，ふたが冷ぞう

庫の中で冷やされてちぢんだためである。

ふたをあたためてぼうちょうさせればよい。

　７７ページ　

9		 ⑴　ウ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴熱を伝える速さは，ぼうの向きやかたむき

には関係しない。

　　⑵熱を伝える速さは，ものの種類によってち

がう。鉄，銅，ガラスでは，銅がもっとも

速く，次に鉄，ガラスの順である。

10	　⑴　アルミニウム　　⑵　伝導　　⑶　エ
　 かい説

　　⑴熱を伝えやすいぼうを使ったほうが，はや

く水の温度は上がる。熱の伝わりやすい順

に，アルミニウム，鉄，ガラスとなる。
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　　⑶熱の伝導に関係のあるものを選ぶ。アは水
のじょう発で，熱の伝わり方には関係がな

い。イは空気の温度と重さの関係。ウは水
の対流についてである。エは熱の伝導の利
用で，伝導の良いものと良くないものの使

い分けの例である。

　７８ページ　

1　ア
　 かい説

　　	　当時の冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

は電気を使わず，氷を使って

ものを冷やしていた。氷を置いておくと，ま

わりの空気が冷やされる。冷たい空気は重い

ので，下におりてくる。したがって，氷を冷

蔵庫のいちばん上に置くことで，冷蔵庫全体

が冷やされることになる。なお，氷を置く部

屋には外につながる管
くだ

がついていて，氷がと

けた水を外に出すしくみになっている。

2　⑴　ガラス　　⑵　①ア　②イ　　⑶　ア
　 かい説

　　⑴ものをあたためたとき，ものの種類によっ

てその体積（かさ）の変わり方はちがう。結

果１より，鉄とガラスでは，鉄のほうがよ

り大きくなることがわかる。したがって，

鉄をガラスで包んだものをあたためると，

鉄のほうが体積が大きくなるので，ガラス

がわれてしまうことが考えられる。

　　⑵①鉄を加熱すると，熱は温度の高いところ

から低いところに移
い

動
どう

するので，ろうはＡ

→Ｂの順にとける。

　　　②ものをあたためたとき，ものの種類によ

って熱の伝わり方はちがう。結果２と結果

３から，鉄はガラスよりもあたたまりやす

く冷めやすいことがわかる。したがって，

ガラスのぼうに変えたとき，熱が伝わるの

に必要な時間は鉄のぼうのときより長くな

る。

　　⑶鉄はガラスよりもあたたまりやすいので，

鉄とガラスに同じ熱を加えたときは，鉄の

温度のほうがはやく高くなる。

　７９ページ　

3　⑴　イ　　⑵　高い
　 かい説

　　⑴あたためられた空気は軽くなるので，上に

あがろうとする。この問題は，この性
せい

質
しつ

を

利用している。

　　　	　シャボン玉がういているときは，シャボ

ン玉に入っている空気によってうきあがろ
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15 天気の変化
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18 花から実へ
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20 ふりこの運動
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1 ふりこ
（1）

（3）

（4）

（5）

（6）

1（1）　エ　　（2）　エ
（3）① 17.3秒　② 1.7秒
（4）　ウ　　（5）ア
（6）② 2.0（秒）　③ 50（cm）
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22 電流のはたらき
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47 〜 48 ページ

1 電磁石
（1），（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

1（1）　電磁石　　（2）　ア
（3）　イ　　（4）　ア　　（5）B
（6）　イ　　（7）　イ
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